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　日本の各地で、地域特有の自然や歴史、伝

統、文化や地場産業等を貴重な地域資源として

見直し積極的に利活用した、魅力ある地域づくり

の事例が数多く生まれてきています。

　「手づくり郷土賞」は、このような地域活動に

よって地域の魅力や個性を生み出している良質な

社会資本とそれに関わった団体のご努力を表彰

するものです。また、これらの好事例を広く紹介

することで、各地で個性的で魅力ある郷土づくり

に向けた取組が一層推進されることを目指してい

ます。

　「手づくり郷土賞」は昭和 61 年度に創設され、

令和4年度で37回目の開催となる国土交通大臣

表彰です。

　令和4年度は、地域の魅力や個性を生み出して

いる、社会資本※及びそれと関わりがある優れた

地域活動が一体となった成果を表彰する「手づく

り郷土賞（一般部門）」、これまでに「手づくり郷

土賞」を受賞したもののうち、なお一層の活動の

充実が行われるなど地域づくりに貢献しているも

のを表彰する「手づくり郷土賞（大賞部門）」の２

部門にて実施しました。

　このほか、「令和4年度手づくり郷土賞受賞記

念発表会」を開催し、受賞団体の中から、ベスト

プレゼン賞を決定しました。

※原則として社会資本は国土交通省が所管する分野

◆「手づくり郷土賞（一般部門）」
（募集対象）

　地域の魅力や個性を創出している、社会資本

及びそれと関わりのある地域活動が一体となった

成果

（選考のポイント）

①社会資本の整備・維持管理・利活用にあたって

の創意・工夫（地域特性を踏まえた整備・維持管

理上の工夫、地域資源としての活用・育成 等）

②地域活動における創意・工夫、取組の独創性

（新しい発想、住民自ら考え工夫を凝らした取

組 等）

③地域づくりへの成果及び波及効果（地域への思

いに富んだ取組、地域づくりの枠を越えた効果

等）

④今後の活動の継続性・発展性（住民が長く活動

を続けられる仕組み、周囲を広く巻き込む工夫

等）

⑤他の参考となるような先進性・先導性

⑥その他（上記以外の特に優れた内容）

◆「手づくり郷土賞（大賞部門）」
（募集対象）

　これまでに「手づくり郷土賞」を受賞した、社

会資本又は社会資本と関わりのある活動を含む

成果（たとえば、これまでに受賞した社会資本又

は社会資本と関わりのある活動を含み内容が更

に充実している成果、これまでに受賞した社会資

本又は社会資本と関わりのある活動を核とした周

辺エリアを含む成果など）

（選考のポイント）

　一般部門の選考のポイントに加え、大賞部門

においては以下のポイントも重視しています。

⑦社会資本の地域への定着状況（地域のシンボ

ルとして広く認識されている、多くの地域住民

が日常的に利用している 等）

⑧活動の継続状況（規模を広げながら着実に継

続している 等）

⑨活動の発展状況（新たな取組を創出している、

他地域へ波及している 等）

　社会資本を有効活用し地域づくり等に取り組

む活動団体が単体または共同※で応募するものと

します。社会資本を管理する団体（都道府県、市

区町村等）と共同で応募することも可能です。

※ 同一の社会資本に関して一体的な活動を行ってい
る複数の活動団体が共同で応募可能

　地方整備局等で受け付けた応募資料をもとに、

学識者等からなる「手づくり郷土賞」選定委員会

による厳正な審査をした上で成果を選定します。

（選定にあたっての評価例）

・里の原風景を残し、環境学習・景観学習が出来る

ような整備がされている。

・周辺地域の観光資源等と連携して特徴のあるイ

ンフラツーリズムを実践している。

・オンライン等を活用した情報の発信・共有によ

り、地域内外や多世代の関係者を広く巻き込ん

でいる。　など

　令和4年6月から8月にかけて募集を行い、全国

から「手づくり郷土賞（一般部門）」に29件、「手

づくり郷土賞（大賞部門）」に6件、合計35件の

応募がありました。

　令和4年11月に開催された「手づくり郷土賞選

定委員会」において、各選定委員により様々な

観点から選考が行われ、 「手づくり郷土賞（一般

部門）」に16件、「手づくり郷土賞（大賞部門）」

に1件、合計17件が選定されました。

　受賞団体には、各地方整備局長等を通じて、

認定証が授与されるとともに、副賞として盾が贈

呈されました。
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「手づくり郷土賞」の背景
および目的

「手づくり郷土賞」の
選定対象 選定結果

募集方法と選定

認定証の交付

副賞（盾）

認定証



6 7

受賞記念発表会

手
づ
く
り
郷
土
賞
に
つ
い
て

講
　
評

受
賞
記
念
発
表
会

一
般
部
門

資
料
編

手
づ
く
り
郷
土
賞
に
つ
い
て

講
　
評

受
賞
記
念
発
表
会

大
賞
部
門

大
賞
部
門

一
般
部
門

資
料
編

　手づくり郷土賞に選定された優れた地域づくり

活動を広く紹介することにより、各地で個性的で

魅力ある郷土づくりに向けた取組が推進されるこ

とを目的に、「令和4年度受賞記念発表会」を開

催しました。

　発表会では、令和4年度の手づくり郷土賞受賞

団体から、「発表部門」・「動画部門」の2部門に

分かれてプレゼンテーションをいただき、手づくり

郷土賞選定委員会による審査と会場参加者によ

る投票により、ベストプレゼン賞を決定しました。

また、審査員特別賞も選定されました。

【手づくり郷土賞受賞記念発表会の概要】

日時 ： 令和4年 12 月 18 日（日）  

  13 時 00 分～ 16 時 15 分

場所 ： 東京国際交流館プラザ平成　

  国際交流会議場

  （東京都江東区青海2丁目2-1） 

 参加者 ： 約90人（オンライン視聴約240人）

【発表部門】

会場で団体がプレゼンテーションを実施

【動画部門】

団体が事前に作成したプレゼンテーション動画を

会場で放映

1．受賞団体によるプレゼンテーション
　各団体から活動のプレゼンテーション（発表３

分、 質疑３分）をしていただきました。（質疑は発表

部門のみ）

2．ベストプレゼン賞の決定方法
　手づくり郷土賞選定委員による評価点と、会場

参加者による投票数に応じた点数を合算した獲得

点数を基に、選定委員による審査を行い決定。

〈評価のポイント〉

① 活動内容や活動の意気込みが伝わったか。

②プレゼンが工夫されていておもしろかったか。

３．ベストプレゼン賞等の発表・講評
　すべての団体のプレゼンテーションが終わった

後、集計・審査を行い、選定委員よりベストプレゼ

ン賞及び審査員特別賞の発表を行いました。

　最後に選定委員から講評をいただきました。

〈受賞団体の発表・感想〉

審査員特別賞

 ■ 地域と連携・協力した
  安全で豊かな
  都市山麓づくり

市之倉森づくり部会
（岐阜県 多治見市）

　グラウンドワーク三島は、汚れ、荒廃した松毛川を、20年間にわたっ

て、地域協働の力により「千年の森」として保全してきました。今では、樹

林帯を覆い尽くしていた放置竹林が伐採され、植林活動により新たな森

が形成されています。今回の手づくり郷土賞とベストプレゼン賞の受賞を

原動力に、今後も愚直な市民活動を続けていきます。

　20年間の活動について発表できましたこと、さらに審査員特別賞まで

頂きましたこと、誠にありがとうございます。一緒に活動してくれた仲間、

地域の皆さんに感謝するとともに、責任の重さも感じております。これか

らは、未来を担う子供たちに、郷土の素晴らしさ、里山と人、人と人との

繋がりの大切さを伝えていきたいと思います。

　素晴らしい発表が多かった中、選んでいただき大変光栄に思います。

　老若男女をとわず、みんなが思っている事や夢を話せる所です。女性が

元気で、やらされているのではなく、自分たちでできることを楽しんで活動

していることが、元気な村作りに、そして今回の授賞に繋がったと思って

います。ありがとうございました。

ベストプレゼン賞

 ■ 松毛川「千年の森」
  再生プロジェクト

特定非営利活動法人
グラウンドワーク三島
（静岡県 三島市・沼津市）

審査員特別賞

 ■ ～椋の木の下に集落内外の
人が集う野菜市～ 

  天引むくむく市と活性化の歩み 

天引区の活性化と未来を考える会 
（京都府 南丹市）

会場の様子

選定委員による審査

プレゼンの様子

手づくり郷土賞受賞記念 
発表会の概要

手づくり郷土賞受賞記念
発表会の開催結果
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〈選定委員の講評〉

　発表された受賞団体の皆様はいずれも素晴らしい

地域への愛着を持って、長年の活動を続けており、甲

乙つけがたいものがあった。

　活動を続けていくためには、何か楽しむ要素がある

と、新しい仲間も集めやすくなり、皆様のモチベー

ションも上がるので、ぜひ楽しむ要素を何かしら考え

て盛り込みながら、活動の輪を広げて、さらに楽しい

活動を展開していただきたい。

野澤 康  委員長 
工学院大学建築学部
まちづくり学科　教授

Face book

　今回は、活動内容が環境のことや持続可能性、生

物多様性などに広がっており、環境問題そのものが

進化してきていることに連動して、活動も進化してき

ている。次世代に重要な活動だと思っていただくため

に重要なことであると思う。

　活動の継続が非常に難しいことは、自分自身の取

組を通じて実感しており、皆様が活動を続けているこ

とに対して敬意を表したい。

真田 純子  委員 
東京工業大学
環境・社会理工学院　准教授

　子供たちの未来に対する期待や情熱、循環が、今

回の発表の中でかなり語られ、地域活動への情熱を

持った人たちが核になり、地域内に広がり、そして、

地域外の人たちにも伝わっていくことが、本来日本が

持ってる、地域の本当の良さではないかと思う。

　今、世界でSDGsが語られている中、森そのものが

循環していくために、地域住民や子供たちに伝えてい

く試みがなされていることが、将来に対する非常に大

きな期待になる。

坂元 英俊  委員 
一般社団法人 地域観光研究所
代表理事

　気候変動や経済的な課題など、世界的な状況が地

域にも及ぶ時代に、地域を支えているのはそこで暮ら

し、発見し、次を考えていく活動である。

　今後、世代や組織を超えて、様々な連携・ネットワー

クが広がることによって、皆様の活動そのものが次の

地域の時代をつくっていくことになると思う。長く続

けて、過去の魅力ではなく次の魅力を伝え、つくって

いく展開であってほしいと思う。

小浦 久子  委員 
神戸芸術工科大学
芸術工学部環境デザイン学科　教授

　手づくり感を持って取り組んでいる皆様の活動は甲

乙つけがたく、現場の一つ一つの努力や貢献は、日本

を勇気づけるものである。

　今回多くの動画再生数を誇る取組も見られたが、

動画はとても大切なツールであり、世界中から声が掛

かる可能性もある。ぜひ皆様の活動で動画をつくって

みてはいかがでしょうかと思う。

斉藤 俊幸  委員 
イング総合計画株式会社
代表取締役／地域再生マネージャー

　防災、森づくり、生態系の保全などテーマは様々だ

が、先々の世代に向けて未来を見据えた取組に厚み

が加わり、取組の中で自分の生きる場所をつくってい

て、活動自体から自分が生きる力をもらっているよう

に感じた。

　自分の時間を奉仕するために使うというよりは、自

分にとって意味のある活動だから主体的に行うスタ

ンスの取組内容など、意気込みが伝わり心を動かさ

れた。

河野 まゆ子  委員 
株式会社ＪＴＢ総合研究所
主席研究員

Facebookページによる配信

　「令和4年度手づくり郷土賞受賞記念発表会」

の開催にあたり、参加者や関心のある方に少しで

も団体の活動を知っていただくため、Facebook ペー

ジにより、事前に各団体の活動PRを配信しました。

　また、当日には発表会の開催結果を配信しま

した。 

４．記念撮影
　参加いただいた団体、選定委員の皆さんで記念撮影を行いました。

〔手づくり郷土賞 Facebookページ〕 　
https://www.facebook.com/mlit.tedukuri/

ベストプレゼン賞・審査員特別賞受賞団体との記念撮影

全受賞団体との記念撮影
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　手づくり郷土賞は、昭和61年度の創設から令

和４年度で37回目を迎え、今回選定された17件を

含めると、これまで1,544件が選定されています。

今年度は、コロナ禍で引き続き地域活動にも制

限が生じる中での募集となりましたが、今年も

様々な活動団体から優れた取組の応募をいただ

き、それぞれの地域を良くしていこうという想い

が伝わり、甲乙つけがたいものばかりでした。

　手づくり郷土賞では、取組の表彰を行うだけ

でなく、全国に優れた取組の輪を広げていくこと

も目指しており、受賞団体による発表会は受賞

者の交流・学びの場として、参加者から好評をい

ただいております。

　昨年度に引き続きオンライン配信も行うこと

で、全国各地からより多くの方にご視聴いただ

き、賑やかな会となりました。

　今後も、受賞された団体をはじめ、地域づくり

活動に取り組んでいる皆様におかれては、活動

の継続及び更なる発展にご尽力いただくととも

に、各々特徴ある地域づくりが進んでいくこと

を、選定委員会一同期待しています。

　令和4年度「手づくり郷土賞」を受賞された地

域・団体の皆様、おめでとうございます。心よりお

祝い申し上げます。

　この賞は、各地で整備された社会資本をいか

に上手に活用しているか、さらに活動が多くの

方々に共有されて、その裾野を広げているかが評

価されるものです。

　今年度も多種多様な活動が全国各地から応募

され、選考には大変頭を悩まされました。近年

は、幅広い世代への環境教育に力を入れたり、放

置林や耕作放棄地の整備・活用に取り組んだり

と、世界的なSDGsの動きやわが国の少子高齢化

を色濃く反映した活動が多く見受けられるように

なってきました。大きな社会問題を身近なテーマ

にうまくブレイク・ダウンして、「わが事」として活

動し続けている姿には心からの敬意を表します。

　また、活動を地道に続けることに加えて、その

活動を多くの人に知ってもらい、経験やそこから

得られた知恵を共有していくことも重要です。そ

れが仲間を増やすことにもつながりますし、どこか

別の場所での新たな活動のきっかけにもなること

でしょう。特に、今回受賞された地域・団体の皆様

には、こうした自らの活動を広報することにも力を

入れていってほしいと期待しています。

　皆様の活動は、長く継続してこそ意味がありま

す。ぜひ、多くの人を巻き込んで、楽しみながら活

動を継続・発展させていってください。

　手づくり郷土賞を受賞されました地域、団体の

皆様に心よりお喜び申し上げます。

　昨年度から引き続いてのコロナ禍において地

域・国際間移動が制限され、また各地で自然災害

が頻発しました。長期化する紛争は、世界経済や

物流にも大きな影響を及ぼしています。世界中の

人が“自分の地域”に改めて目を向けることとな

り、自然環境保全や防災、BCPという観点で地域

が自活していく力の重要性が強く意識された一年

でした。

　そのような背景の中で、今年度は、社会資本を

単に整えるだけでなく、子供たちに自然を伝える

場にしたり、経済活動や人の繋がりを生み出すプ

ラットフォームにしたりと、創造的な取組が多く見

られました。いつもの風景や場所を新たな視点で

捉え、新しい関係性を築く場所に変えていく工夫

は、地域の社会資本に改めて多くの人の目を向け

させることになり、未来に向けてより多くの方々

がその社会資本を「活かす」「使う」「集う」ことに

繋がっていくはずです。

　昨今、働く場と住まう場は混ざり、観光客自身

が地域活動に参加するなど、あらゆるものの境界

線や役割は固定化されず、とても自由になってい

ます。整備活用に取り組む方々と活動の場を楽し

む方々が混ざり合って社会資本に新しい視点や

役割を生み出し、オリジナリティ溢れる地域の未

来が描かれていくよう、皆様の活動が更なる発展

を遂げていくことを祈念いたします。

野澤 康　委員長 河野 まゆ子　委員

全体講評 選定委員講評

委員長 ： 野澤　康 工学院大学　建築学部まちづくり学科　教授

  河野 まゆ子 株式会社ＪＴＢ総合研究所　主席研究員

  小浦 久子 神戸芸術工科大学　芸術工学部環境デザイン学科　教授

  斉藤 俊幸 イング総合計画株式会社　代表取締役／地域再生マネージャー

  坂元 英俊 一般社団法人　地域観光研究所　代表理事

  真田 純子 東京工業大学　環境・社会理工学院　准教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

第 ３7 回「手づくり郷土賞」選定委員会
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　全国の地域が環境保全や活性化のために努力

をされ、手づくり郷土賞を受け取られた皆様、お

めでとうございます。また、受賞されなかった地

域の皆様の取組に対するご努力にも敬意を表し

ます。

　昨年度の申請と比すれば、分かり易く言うとイ

ベント系から地域づくり系が多くなってきたように

思います。どちらにしても、地域の課題やインフラ

の活用への取組は、不断のご努力の積み重ねの

結果です。その過程の中で、手づくり郷土賞を受

賞されることは、これからの取組の励みになるで

しょうし、これまで取り組まれてきた努力がいろい

ろな分野に認められることにつながることでもあ

ります。地域を良くしていこうという行動は、仲間

を増やしながら人知れず行われることもあります

が、取組の成果の中で、人が集まってくることに

も貢献する場合があります。そこには、地域に住

んでいることに誇りを持ち、何とかしていこうとい

うモチベーションが存在します。それは、現在の日

本が忘れかけた共通の思いではないでしょうか。

年々インフラ整備が進むなかで、地方に残された

伝統や文化・歴史、そして町並み。また、特徴ある

暮らしに興味が集まりつつあります。インフラと地

域がどのように共存して、その魅力をつくり、伝え

ていくのか。そして、その思いは次代を担う子供

たちにも引き継ぐ、地域のために何かをしよう、

体を動かそう、といった団体の取組だけではな

く、子供たちの育成も重ねあわせた取組の未来に

期待しています。

　手づくり郷土賞を受賞された皆様、おめでとう

ございます。

　今年もたくさんの取組の中から、手づくり感の

あるもの、地域への貢献が大きいもの、継続でき

る仕組みを備えているものなど、いろいろな視点

から考えて選考させていただきました。受賞記念

発表会では、実際に書面では分からなかった空気

感や地域のカラーなどが分かって、大変興味深

かったです。

　地域づくりは、持続することが重要です。若い

世代は、環境に関する知識も価値観も進化してい

ます。多くの若い人たちの関心を呼び、活動の世

代交代を促すには、そうした環境意識の変化に合

わせる必要もあるでしょう。地域に密着した課題

に答えつつ、新しい風も取り入れて活動を持続さ

せていってほしいと思いました。

　また、観光など外の人に来てもらう活動に関し

て、英語での発信について他の委員からコメント

がありました。それに関して、受賞記念発表会の

挨拶で忘れていて言えなかったことを思い出した

ので書いておきます。現在テクノロジーの発達

で、多くの文章は自動翻訳で大体のところは分か

ります。活動のタイトルなど、検索に引っかかるた

めの言葉だけでも英語で発信すると多くの人に伝

わります。ぜひ、挑戦してみてください。

坂元 英俊　委員 真田 純子　委員

　手づくり郷土賞を受賞された皆様、おめでとう

ございます。

　今年度初めて選定委員をさせて頂きました。地

域の社会資本を活かした活動がこれほど多様に

全国にあることを知り、とても心強く感じました。

受賞に至らなかった活動にも地域らしい取組が多

くありました。こうした地域の人々が主体的に発

想する活動が、各地で模索されている持続可能な

地域再生の手がかりになります。

　多くの地域で高齢化や人口減少が進んでいま

すが、それはどこでも同じです。それよりも自分た

ちが暮らすまちや集落の自然風土と折り合うため

に整備されてきた山や川や海岸、暮らしや地域交

流を支える道や公園緑地などの生きている社会

資本、かつて地域の賑わいを生み出し役割を終え

た鉄道や公共施設、歴史の記憶を残す場所な

ど、地域の資源を発見し、使いこなし、新たな価

値を生み出していくことが、地域の元気につな

がっていくことを皆様の活動が示しています。

　そして受賞された活動には、活動が地域経済と

つながること、地域の他の活動と連携すること、外

に発信することで仲間を増やすこと、といった活動

を続けていくための知恵と工夫が見られました。

　続けることが力になります。受賞された皆様の

今後の活動に期待するとともに、手づくり郷土賞

の取組が他の地域の人々にとっての参考になれ

ばと思います。

　いつも手づくり郷土賞の発表会場で思うのは

皆様が楽しんで関わっているまちづくりに評価に

よる優劣はないこと、そして手づくりという価値は

どこにあるのかということです。受賞記念発表会

の壇上でも話しましたが、「ひろさき芸術舞踊実

行委員会」は一番若い人たちです。ご苦労さまと

いう意味合いの表彰ではなく、大臣表彰を受けこ

れからも頑張ってくださいという意味が込められ

たものです。若い皆様に与えられた価値です。

ファイトです。動画再生回数が50万回を超えたと

いう事実は、動画によるまちづくりが始まっている

ということです。高齢者が多いまちづくりの現場

ですが若い世代を交えて、動画による情報発信を

他の参加団体の皆様にも考えてほしいです。「天

引区の活性化と未来を考える会」は手作り感があ

り、よかったです。きっと無理しないなかで、みん

なで楽しいまちづくりを行っているのでしょう。と

てもよかったです。まちづくりとは、地域での支え

合いです。地域にある資源を見つけ、皆で考え、

実行することです。この実行がうまくいかなくて

も、きっと地域にいる後継者が見ています。どうか

楽しく支え合う姿を後継者に見せてあげてくださ

い。実行してください。

小浦 久子　委員 斉藤 俊幸　委員

選定委員講評
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大賞部門

1

　国道334号は、平成17年に登録された知床世界

自然遺産地域を通過する道路であり、沿道にはオ

ホーツク海や知床連山の麓に広がる森をはじめ優

れた自然景観を有しています。

　国道の北西側に面しているオホーツク海には流

氷が接岸するため、北海道の中でも希少で幻想的

～真冬の避難・命を守るまちづくり～

除雪前（左側）と
除雪後（右側）の流氷景観

雪かき後の避難訓練状況 避難訓練後の地区防災計画
意見交換会の様子

国道334号沿道のオホーツク海
冬期には流氷が接岸

道路沿いガードレール部分を
除雪している様子

流氷が見えるようになった海を背景に
雪かき参加者で集合写真撮影

　流氷景観が見えるよう地域主体で取り組む一体

感や満足感を通じて、道路は地域のものとして「大

切に維持し価値を高めよう」という意識が広がって

います。また、SNSなどでの開催・参加の声かけによ

る参加者が増加しており、綺麗な流氷景観を楽しみ

写真撮影する来訪者の光景も多く見られるようにな

りました。

な流氷景観を楽しめます。

　国道334号は網走方面から斜里町ウトロ地区へ

通じる唯一のアクセス道路となることから、知床世

界自然遺産を訪れる年間およそ120万人の観光客

はもとより、地域住民の日常生活を支えるためにも

欠かせない重要な道路です。

知床のガードレール雪かきプラス！

社会資本の概要1

　国道334号は、網走方面から知床へ通じる唯一

のアクセス道路であり、特に冬期間は道路管理者

の除雪による交通確保が重要となりますが、除雪

後にできる雪壁によって冬の知床を代表する観光

資源である流氷景観が走行中に見えなくなってしま

うことが悩みでした。

　そこで、地域の方々に除雪ボランティアを呼びか

け、斜里町ウトロ地区の流氷接岸時期であり冬期

来訪者のピークを迎える2月上旬に雪壁の除雪を行

い、沿道景観の魅力を向上させています。

　体験要望のある観光客にはスコップ等を貸与

し、誰もが気軽に参加できる環境を整えており、近

年は、冬期避難訓練とあわせて実施し、地域の冬

の災害に対する備えにも貢献しています。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

　自然に恵まれた地域ならではの自然災害への不

安を抱えてきたなかで、地域の住民や企業、観光客

など多くの参加者が集まる雪かき活動と避難訓練や

炊き出しを連携して実施する取り組みを始めまし

た。冬期避難の難しさを多くの参加者に体感しても

らうほか、浮かび上がった課題を解決していくなど

して斜里町ウトロ地区の命を守るまちづくりに寄与

しています。

4 前回受賞時からの活動の発展内容

しれとこ・ウトロフォーラム２１／北海道開発局 網走開発建設部 北海道 斜里町

　この度は、前回の受賞に続き、大賞をいただきま
した。地域の活動が、大きく評価されて大変嬉しく
思っています。
　私たちは、知床ウトロに誇りを持っています。景観
だけでなく、この地域の人を含めた良さを、多くの方
に知ってもらえれば、最高に嬉しいことです。
　無理することなく、できる範囲でこれらも取り組ん
で行きます。ありがとうございます。

コメント

● 除雪ボランティア、花植えボランティア、マルシェ、
冬期避難訓練　など

活動の内容

平成 9 年 フォーラム２１設立
   まちづくり活動開始
平成 19 年 花植えボランティア開始
   ガードレール雪かき開始
平成 27 年 手づくり郷土賞（一般部門）受賞
令和 元 年 冬期避難訓練開始

活動の経歴

喜

受賞者

しれとこ・ウトロフォーラム２１
会長

松本 鉄男

び の 声

北海道斜里郡斜里町ウトロ西～ウトロ東所在地
活動主体及び連絡先：しれとこ・ウトロフォーラム２１
TEL:0152-24-2826

活動主体及び連絡先

国道３３４号
※管理者 ： 国土交通省北海道開発局
  網走開発建設部

対象となる社会資本
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　鶴居村は、北海道東部・釧路管内のほぼ中央部

に位置しており、東部は標茶町、南部に釧路湿原

国立公園を挟んで道東の中核都市である釧路市や

釧路町に接し、北西部は釧路市阿寒町に面した人

口約2,500人の小さな村です。

　広大な釧路湿原国立公園や特別天然記念物タ

ンチョウを有する自然資源に恵まれ、自然観察型の

～牧歌的風景を活かしたサイクリストの聖地へ～

16 17

秋はタンチョウ見ながら、
サイクリングも

林道でのサイクリング 女子に人気のポタリングジャーニー

　サイクルツーリズム推進のための活動を続けてき

たところ、触発された村内の若手住民により、新た

にサイクルスポーツの普及や自転車のイベントを実

施する「鶴居サイクルスポーツ振興会」が発足。サイ

クルイベントの開催で協力・連携するなど活動の幅が

大いに広がり、鶴居村をサイクリングの聖地にすべ

く村一丸での活動となっています。また、宿泊客数

や外国人観光客の増加といった具体的な効果が現

れており、中長期滞在型観光の宿泊数も着々と増え

始め、リピート率も高く、毎年鶴居村で過ごす観光

客も増加しています。

鶴居サイクルスポーツ振興会と協力して開催した
サイクルイベント「鶴居チャレンジライド」

村民と交流する
ロードバイクツアー

酪農体験 仔牛にミルクを

観光や自然と共生した体験観光など、毎年多くの

観光客が来村しています。

　そんな小さな村の重要な生活道路である「村道」

から見える景観はのどかで牧歌的であり、今では風

光明媚な自然景観とともに「村道」も大事な観光資

源の一つとなっています。

“美しい村”鶴居のサイクルツーリズム
一般部門

1
社会資本の概要1

　鶴居村は観光資源と交通アクセスに恵まれてい

るものの、観光シーズンの夏と冬に観光客が集中

し、かつ、近隣に温泉地等があることから、通過型

観光がメインとなり、地域への波及効果が限定的で

した。これらの課題を解決するため、村の景観や食

を時間をかけて楽しんでもらう中長期滞在型観光へ

の転換を目指す、サイクルツーリズムの推進に取り

組んでいます。

　まちなかを楽しむ「つるいサイクリングマップ」、

林道を活用した「森林を楽しむガイドマップ」を作

成。マップに村内の飲食店や体験施設等を併せて

掲載することで、サイクリングをしながら鶴居村の

ことを知ってもらい、村での滞在を楽しんでもらえ

る内容としています。また、自転車の旅をとことん

楽しむ「HOTEL TAITOのガイド付きツアー」、車に

積んだ折り畳み自転車で、気ままに散策を楽しむ

「女子旅（ポタリングジャーニー）モニターツアー」

なども行っています。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

美しい村・鶴居村観光協会 北海道 鶴居村

　鶴居村は釧路湿原国立公園や特別天然記念物の
タンチョウ、酪農景観が広がる２,６００人の小さな村
です。この自然豊かな環境を活かした新たな体験メ
ニューとして、村道や林道でMTB・E-BIKEなど様々な
自転車を活用したサイクルツーリズムも積極的に取
り組んでおります。受賞にあたり、村人はじめ支えて
くれた皆様のご協力に心から感謝申し上げます。
（理事長 和田正宏）

コメント

● サイクリングマップの発行
● ガイド付きサイクリングツアーの実施
● モニタリングツアーの実施

活動の内容

平成 24 年 「日本で最も美しい村～鶴居村」づくりを
目指し発足

   サイクルツーリズム推進活動開始
平成 28 年 ディスカバー農山漁村（むら）の宝　
   第3回選定
令和 2 年 豊かなむらづくり全国表彰受賞
令和 4 年 第14回観光庁長官表彰受賞

活動の経歴

喜

北海道阿寒郡鶴居村所在地

特定非営利活動法人 美しい村・鶴居村観光協会
TEL：0154-64-2020　FAX：0154-64-2020

活動主体及び連絡先

村道　中雪裡東高台線、中雪裡西１号線 他対象となる社会資本

特定非営利活動法人
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まちなかサイクリング ポタリング編（折畳自転車） まちなかサイクリング ブドウ畑

釧路湿原
国立公園

塘路駅

274

666

243

鶴
居
村
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村
道
）

受賞者

特定非営利活動法人
美しい村・鶴居村観光協会

服部事務局長（写真左）
和田理事長（写真右）



　弘前公園は、弘前市の中心部に位置する、総面

積約49万2000平方メートル（約14万9000坪）に

も及ぶ公園です。その敷地はもともと、藩政時代に

弘前藩10万石を治めた津軽家代々の居城であっ

た、弘前城が基になっています。

　園内には、天守をはじめ今も藩政時代の面影を

残す櫓や城門などの遺構が残されています。これだ

けの規模の城郭が史跡ごと、往時の姿を留めつつ

18 19

弘前城の前でパフォーマンス 津軽三味線の演奏 津軽を堪能できる飲食スペース

　2019年は、県外や海外からの参加者により約2

億2千万円の経済波及効果を創出（総務省産業表

による計算）しており、2016年の開催当初から、開

催4年で経済波及効果は約6倍に増加しておりま

す。また、SHIROFES.をオンラインで世界中に発信

をしており地元伝統文化の担い手のモチベーション

等の向上、認知拡大に大きく貢献しました。

SHIROFES.で好成績を得たダンサーが有名企業とス

ポンサー契約を結ぶことに繋がり、若い世代に1つ

の可能性を見せれています。

全国から集まる来場者
YouTubeの再生回数は
55万回を突破

弘前公園に集まる多くの観客 オンラインで世界に発信

公園として開放されている例は、全国でもあまり見

ることがありません。

　現在では、春には日本一の呼び声高い桜祭り

が、秋にはお濠や天守の白壁も真っ赤に染める紅

葉まつりが、そして冬には巨大雪像やミニかまくら

も多数作られる雪灯籠まつりが催され、夏に市内を

運行するねぷた祭りとあわせて、四季を通じたイベ

ントの舞台となっています。

ＳＨＩＲＯＦＥＳ．
一般部門

2
社会資本の概要1

　文化財である弘前城本丸を舞台にダンスやパ

フォーマンスといった現代的なカルチャーを披露す

ること自体が新しい試みでした。

　津軽三味線、津軽笛、ねぷた囃子などの津軽文

化とダンスやストリートカルチャーが一堂に会する

ことでクロスオーバーができ、地元クリエイターに

よって、天守へのプロジェクションマッピングを初め

て試みた所、大きな反響を呼び、その後も行われて

います。

　津軽の伝統芸能文化、食文化、風景を気に楽し

めるとして、海外来場客の人気も高く、弘前の様々

なものの認知が一度に上がっていきました。

　地元団体の発案で、屋外フェスであえて格闘テ

レビゲーム大会を開催した所、大変盛り上がり、武

術演舞団体との交流も見られました。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

ひろさき芸術舞踊実行委員会 青森県 弘前市

　私たちはこれまで、 弘前じゃなければできないこと
に着目し、「弘前から世界へ」「世界から弘前へ」を
テーマにSHIROFES.を実施してきました。　
　様々な苦難はありますが、多くの方のご支援・ご
協力により事業を継続・発展させることができており
ます。
　今後も「世界から弘前へ」繋がるような道を作って
いきます。本当にありがとうございました。 

コメント

● 舞踊による舞台公演の企画、演出、運営
● 芸術舞踊に関わる外部講師の招致、特別講習の開催
● モニタリングツアーの実施

活動の内容

平成 24 年 ひろさき芸術舞踊実行委員会  設立
平成 24 年 こども達の芸術舞踊公演  初開催
平成 25 年 ダンス交流文化祭  初開催
平成 28 年 SHIROFES.2016  初開催
平成 29 年 エンターテイメントフェスティバル初開催
令和 3 年 スポーツ文化ツーリズム賞  受賞
令和 4 年 ふるさと大賞　受賞

活動の経歴

喜

青森県弘前市（弘前公園等）所在地

ひろさき芸術舞踊実行委員会
TEL：0172-88-6499
E-MAIL：hirosakigeijyutu@gmail.com

活動主体及び連絡先

弘前公園（弘前城）※管理者：弘前市対象となる社会資本

受賞者

ひろさき芸術舞踊
実行委員会
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春の弘前城の様子 さくらまつりの様子（弘前公園）

提供 ： 弘前公園総合情報サイト

岩
木
川

112

3

31

弘前公園

中央弘前駅



　山梨県北杜市を流れる一級河川大武川・尾白川

は一級河川富士川の支流です。昭和34年に起きた

台風による土石流災害で郷土を失った地域の復活

とその災害の歴史を現代の地域住民に知らしめ、

渓流環境の保全管理や豊かな自然を守る地域づく

りを目標に環境活動を行政と企業と住民とともに

20 21

砂防校外事業にて土砂災害模型
で実験を行う児童

河川環境の整備（草刈り）の様子 甲斐駒清流ウォークの様子

一級河川大武川 道の駅「はくしゅう」での
防災フェアー

人工産卵河川の
メンテナンスの様子

　年間行事として行う事業として　①砂防校外授

業は地域の白州・武川小学校児童3年生全員とその

父兄毎年約80名参加しています。②防災フェアー＆

甲斐駒清流ウオークは観光客も交えて約200名～

300名参加しています。③渓流祭りは子供たちと観

光客交えて150名から200名参加しています。④人

工産卵河川のメンテナンスは漁業組合、砂防事務

所、建設業界、山梨県水産技術センター、会員交え

て約30名から40名参加しています。⑤研修会は会

員と一般募集で約20～30名参加しています。これら

活動に毎回、会員が40名程度引率や指導で参加し

ています。活動の感想文やアンケートなどを寄せら

れるが、感謝の言葉や事業の継続を望んでいます。

砂防校外授業

渓流祭り

砂防校外授業での
３D自然災害体験車

甲斐駒清流ウォーク

年間を通じ行っています。また、道の駅「はくしゅ

う」は、名水を誇る白州ならではの特産品や旬の食

材を活かした料理を提供しており、多くの地域住民

や観光客が訪れています。

一般部門

3
社会資本の概要1

　防災思想の普及と渓流環境の環境保全のための

活動を行っています。事業内容は①毎年恒例で6月

の防災月間で地域の小学校と連携して、環境教育

として砂防校外授業②はくしゅう道の駅の構内を

利用して、6月に土砂災害の疑似体験ができる防災

フェアーと渓流環境と自然景観を楽しみながら地域

の歴史と文化を学ぶ甲斐駒清流ウオーク③秋に源

流域の人工産卵河川のメンテナンス④夏休みや秋

の連休を利用してはくしゅう道の駅を利用して子供

たちが渓流の魚に親しむヤマメのつかみ取り

⑤美しい川づくり委員会では河川整備と美化活動

や災害の現地視察や環境を配慮した地域づくりを

行っている先進地の見学などの研修会⑥地域の環

境美化活動に参加等、地元企業や地域住民と北杜

市、国土交通省砂防事務所との共同開催で活動し

ています。渓流に関する活動では特に山梨県水産

センター、峡北漁協と連携して、小武川の源流域で

人工産卵河川の維持管理をしています。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

甲斐駒清流懇話会 山梨県 北杜市

　この度は名誉ある賞をいただき誠にありがとうご
ざいます。私達の団体が台風災害に見舞われた地
域の歴史の伝承と渓流環境の保全管理に関する活
動を20数年継続して取り組んできたことが報われま
した。今後も子供たちが安心して遊ぶことが出来る
渓流環境を守り、美しい自然景観を誇る地域を多く
の人々が憩える場所として利用されるよう、防災思
想の普及に努めます。

コメント

● 砂防校外授業
● 防災フェアー＆甲斐駒清流ウォーク
● 人工産卵河川のメンテナンス
● 渓流祭り
● 河川環境の整備

活動の内容

平成 11 年 甲斐駒清流懇話会設立
平成 26 年 日本水大賞審査員特別賞を受賞
平成 29 年 水資源功績者表彰を受賞
令和 ４ 年 手づくり郷土賞（一般部門）を受賞

活動の経歴

喜

山梨県北杜市武川町・白州町所在地

甲斐駒清流懇話会活動主体及び連絡先

大武川、尾白川、道の駅「はくしゅう」対象となる社会資本

受賞者

甲斐駒清流懇話会
会長

北原 兵庫
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須玉IC

日野春駅

141

20

E20

大武川

尾白川

釜
無
川

道の駅「はくしゅう」

環境保全活動
「防災思想の普及と渓流環境の保全」



　信州松代は古代から近代までの文化遺産が５キ

ロ四方の地域にぎっしり詰まっている地域です。特

に真田幸村の兄真田信之が徳川幕府の命により、

上田から松代に移封され、松代藩の初代藩主と

なって以来２５０年間、真田十万石の城下町として、

～住民主体のまちづくり～

22 23

松代の魅力・感動を伝える
「まち歩き」

庭園都市まつしろ
「武家屋敷のお庭拝見」ツアーの様子

松代の歴史文化の学びの場
「松代学講座」の様子

松代城（海津城）
日本100名城

真田邸（国史跡） 松代高校
総合的な探求の時間にまちを探索

　登録有形文化財の認定は令和２年１１月現在、建

造物３７ヶ所・８０件、記念物８カ所となっており、長野

市全体で１４４件の内、８８件が松代町で６１％を占め

るまでになりました。

　松代まちづくり研究会や各種イベントを通じて、

若い世代に松代のまちづくりに対する理解も広が

り、町内外から移住して出店やイベント開催を始め

る等、町の賑わい創出に取り組む若い人が増えてき

ました。

　松代を良くしよう、という住民主体のまちづくりの

活動で、「松代は駄目だ」から、「松代は素晴らしい

よ」というように住民の意識が大きく変化してきた、

と同時に観光客が２０万人から５０万人へと大幅な増

加に貢献しました。

真田氏が十代にわたって統治したため、真田氏伝

統文化が今日まで色濃く残る町であり、町内には

松代城（海津城）のほか、武家屋敷、古寺、商家な

どの歴史的文化遺産が多く残っています。

歴史的文化遺産を活かした地域振興と
まちづくり

一般部門

4
社会資本の概要1

　平成５年に長野インターが松代地籍に開設され

たのを機に、松代を活性化する機運が盛り上がり、

平成１２年に長野市が商工会議所を窓口に住民の

参加を得て「松代地区中心市街地活性化基本計

画」を立案し、「信州まるごと博物館構想」にまと

め、その実現のためには、住民主体のまちづくりを

進めるグループ・団体が必要だと行政も後押しして

下さり、平成１３年６月に１００名の住民有志の参画を

得て結成されたのが「夢空間松代のまちと心を育て

る会」です。

　町内に埋もれていた歴史的文化遺産を住民自ら

が参画して発掘し、磨き上げて見える化し、点在す

る地域資源を結びつけ、点から線に・線から面にと

「まち歩きコース」を拡大し、松代全体を博物館と

見立てたまちづくりを推進しています。また、松代

のまちづくりに取り組んできた先人達の想いに学

び、想いを受け継いでまちづくりを推進・後世に伝

承する活動を展開しています。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

夢空間松代のまちと心を育てる会 長野県 長野市

　この度「手づくり郷土賞」を受賞し大変光栄に存
じます。受賞を励みにして、今後も子供達や若い世
代への継承に心がけ、行政や関連諸団体と連携し
て、松代の歴史的文化遺産を活かしたまちづくりに
取組み、更なる地域振興・観光推進に繋がる活動に
取り組んでまいりたいと思います。

コメント

● 歴史的建造物を登録有形文化財に登録し保存・利
活用する取り組み

● 「まち歩きコース」の開発と散策会を実施。
● 「松代まち歩きセンター」を開設し、まち歩き観光を
推進。

● 「松代学講座」を定期開催　など

活動の内容

平成 13 年 夢空間松代のまちと心を育てる会設立
平成 19 年 総務大臣表彰（地方自治法施行六十周年

記念）受賞
平成 20 年 長野県知事賞（美しい日本の歴史的風土
   １００選選定記念）受賞
令和 ４ 年 手づくり郷土賞（一般部門）受賞

活動の経歴

喜

長野県長野市松代町所在地

特定非営利活動法人
 夢空間松代のまちと心を育てる会
TEL：026-278-1277

活動主体及び連絡先

登録有形文化財を中心とした町内にある
歴史的建造物等

対象となる社会資本

受賞者

特定非営利活動法人
夢空間松代のまちと心を育てる会

理事長

香山 篤美

特定非営利活動法人
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観光拠点
「松代まち歩きセンター」の

開設

登録有形文化財への
登録活動登録候補の検討の様子

「まち歩きセンター」で販売の
各種まち歩き資料

真田信之松代入部４００年祭

E18

長野IC
千曲川

403
松代城跡

長野市松代町内全体



　新潟市中央区にある「鳥屋野潟･新潟県スポーツ

公園」は、一級河川信濃川水系の鳥屋野潟の南側

に位置する広大なスポーツ施設を中心とした公園で

す。公園の中には、南･北多目的運動広場等の運動

施設やカナール等の修景施設、自然生態園、ビジ

ターハウス等の学習施設が整備されています。 

24 25

にいがたカナール彩 みなとまち新潟を伝える水辺の利活用 子どもたちのステージイベント

鳥屋野潟･新潟県スポーツ公園

　にいがたカナール彩は、水辺アクティビティなどに

より、新潟の自然環境を五感で感じてもらう取組を実

施しています。活動には、地元学生が参画するなど地

域全体でコミュニケーションを図りながら、「持続可

能な郷土づくり」を行っています。これにより、毎年5

万人を超える参加者を集め、地域活性化へ寄与する

とともに、新潟の魅力を次世代に繋げています。

　また、地域のお祭りから持続可能な郷土づくりへと

事業目的を発展させ、企業の協賛行為を郷土づくり

投資に転換しました。その結果、新型コロナが蔓延し

ても、変わらず資金調達を可能としています。効果と

しては持続可能な郷土づくりと企業ブランディングの

「Win-Win」が実現しています。

　更に、Ｊリーグ・アルビレックス新潟ホームゲームとの

事業開催が加わり、県外から来るアウエーチームの

子どもたちも含め新潟の自然に親しんでもらい、新潟

の魅力を感じてもらっています。

　周辺施設には、２００２年のワールドカップサッカー

会場となったデンカビックスワンスタジアムとＨＡＲＤ 

ＯＦＦ ＥＣＯスタジアム新潟（県立野球場）が設置されて

おり、その周辺の園地とともに、新潟県におけるス

ポーツの拠点として広く県民に親しんでもらえる公

園となっています。

一般部門

5
社会資本の概要1

　１９７９年に地元企業８人ほどのメンバーが発起人

となって、ゴミを拾いながらのウォーキングを始め、

様々な人々が色々な方法で新潟の水辺（鳥屋野潟）

の自然環境を大切にしていこうと、１９８０年に地域

を大切にする社長や店主が集まり新潟市南商工振

興会を発足しました。

　その後、「鳥屋野潟の自然環境をずっと守ってい

きたい」「子どもたちの笑顔と未来をつくりたい」と

いう想いを掲げ、市民と地域行政が一体となり地

域のお祭り「にいがたカナール彩（さい）」が誕生し

ました。

　にいがたカナール彩は、新潟の水辺･鳥屋野潟が

ある新潟県スポーツ公園で、水辺アクティビティな

どを通じて、子どもたちを中心に新潟の自然環境を

五感で感じてもらい、新潟の魅力を次代に繋げて

いく事業です。本事業は、学生もインターンシップ

で参加し、地域全体がSDGsの目標を掲げ、事業後

もサスティナビリティレポートを地域で共有し、地

域全体がコミュニケーションを図り、持続可能な郷

土づくりを行っています。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

新潟市南商工振興会 新潟県 新潟市

　この度の受賞で、より多くの方々に活動を知って
もらえたことが非常に嬉しかったです。今後も持続可
能な事業をより多くの方々と連携し、次代に繋げら
れるよう活動して参りたいと思います。引き続きよろ
しくお願いいたします。

コメント

● 「にいがたカナール彩」の開催
● 地元大学と公園利活用においてゼロイチ事業を
構築

● 地元銀行と連携し、アイディアを共有して事業化を
実現

など

活動の内容

活動の経歴

喜

新潟県新潟市中央区清五郎33-1所在地

新潟市南商工振興会
TEL：025-282-7108

活動主体及び連絡先

鳥屋野潟・新潟県スポーツ公園
※管理者：新潟県

対象となる社会資本

受賞者

にいがたカナール彩
実行委員長

肥田野 正明
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アルビレックス新潟
ホームゲームとの事業連携

高校のＳＤＧｓ委員会が
環境活動の発表

県内高校の生産物販売

ダンスコンテスト

新潟の水辺・鳥屋野潟の持続可能な
郷土づくり

昭和 55 年 新潟市南商工振興会設立
昭和 56 年 新潟市の「桜まつり」が始まる
昭和 62 年 新潟県の「都市緑花祭り」が始まる
平成 12 年 「桜まつり」「都市緑花祭り」を統合し、

「にいがたカナール彩（さい）」が誕生
以後、活動を継続中
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　頸城鉄道は1914（大正3）年に開業したレール幅

762mmの軽便鉄道です。長らく地域の人々の交通

や物資輸送を担っていましたが、バスやトラック輸送

への転換により1971（昭和46）年に廃止されました。

　頸城鉄道廃線後、蒸気機関車コッペル２号機を

除き、当時の車両は行方不明となっていましたが、

３０年以上経って兵庫県の六甲山中で保管されてい

ることが判明し、２００４年に奇跡の帰還を果たしま

した。

～よみがえった頸城鉄道～

六甲山中からの車両搬出作業 枕木、レールの敷設作業 一般公開（体験乗車）の様子

レールパーク車庫 1911年製の蒸気機関車
「コッペル2号」

動態復活した1954年製
ディーゼル機関車「DC92」

　平成14年に初めて行った蒸気機関車コッペル２号

機の公開展示に始まり、平成16年に兵庫県の六甲

山中から７車両の『奇跡の帰還』とその後の内外装

の復元整備、機関車２両の動態整備を順次実施す

るとともに、レールパークの線路延伸等を行い、定

期的な一般公開（動態展示・体験乗車会）の開催を

行っています。

　一般公開の実施や地元小学生等の体験学習を行

うなど、県内外から毎年2,500人以上が訪れ、交

流・関係人口の拡大、地域の歴史・文化遺産の継承

等、子供たちや大人たちが地域に関心を持ち、地域

の素晴らしさを感じてもらうことに寄与しています。

　また、頸城鉄道と地域の暮らしを偲ぶ写真集や

『奇跡の帰還』に至ったエピソードを紹介する書籍

の発刊、地域情報誌や新聞への記事掲載も相次い

でいます。

　その後、頸城鉄道の中心駅であった「百間町

（ひゃっけんまち）駅」の機関庫跡地を利用し、動態

復活を果たした機関車や客車、貨車の保存・展示を

行う「くびき野レールパーク」を2008年に開園しま

した。

　また、隣接する旧頸城鉄道本社社屋を利用した頸

城鉄道資料館では、頸城鉄道で使用された用具や

実物部品などの貴重な品々を多数展示しています。

地域のお宝「くびき野レールパーク」
一般部門

6
社会資本の概要1

　くびきのお宝のこす会は、旧頸城鉄道で活躍して

いた保存車両や、頸城の豪農・瀧本邸など、頸城地

域に点在する貴重な歴史・文化遺産や自然環境資

源などを掘り起こし、磨きをかけ、賑わいと潤いの

あるまちづくりの推進に寄与し、さらに広く紹介す

ることを目的として活動しています。

　平成14年より地元有志により廃線となっていた

「頸城鉄道」の復元に取り組み、旧機関庫に整備

した「くびき野レールパーク」で定期的に行う車両

の一般公開・体験乗車イベントでは、毎回県内外か

ら大勢の見学者が訪れるようになりました。

　また、地元の小学生や保育園児の郷土学習や各

種団体の見学・研修に応じ、頸城鉄道が地域に果

たしてきた役割や、復元に掛けた想い等を伝えてい

ます。

　「くびき野レールパーク」での公開イベント・体験

乗車については、見学者からの寄付金（金額は任

意）は受領しているものの、入場料・体験料の徴収

は行わず、活動はすべて会員のボランティアで運営

しています。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

くびきのお宝のこす会 新潟県 上越市

　今回の受賞で、旧頸城鉄道を動態保存している
「くびき野レールパーク」の魅力が広まっていくこと
を大変嬉しく思っています。
　これまで約２０年間、保存活動に関わってくださっ
たすべての皆さんに感謝するとともに、受賞を喜び
合いたいと思います。これからも「頸城鉄道」に込め
られている人々の思いを発信し続け、地域の活性化
に努めていきます。

コメント

● くびき野レールパークの一般公開、定期公開イベン
ト（動態保存車両による体験乗車会）
● 小学生、保育園児を対象とした学習活動の支援
● 各種団体の見学・研修
● くびき野レールパークの線路補修、枕木交換
● 保存車両の整備

活動の内容

活動の経歴

喜

新潟県上越市頸城区百間町257所在地

特定非営利活動法人 くびきのお宝のこす会
TEL：025-530-3684

活動主体及び連絡先

くびき野レールパーク（旧頸城鉄道公開展示保存施設）
※管理者：特定非営利活動法人 くびきのお宝のこす会

対象となる社会資本

受賞者

特定非営利活動法人
くびきのお宝のこす会

会長

西山 義則

特定非営利活動法人
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くびきの森公園
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レールパーク

253

216

258

253

258

240

77

30

一般公開（体験乗車）の様子

一般公開（体験乗車）の様子

頸城鉄道を紹介する書籍や記事

一般公開の様子

26 27

平成 14 年 蒸気機関車コッペル２号機の公開展示
平成 16 年 くびきのお宝のこす会設立
   兵庫県の六甲山中から車両が帰還
平成 19 年 特定非営利活動法人として活動開始
以後、活動を継続中



　土岐川流域では、過去に薪材の伐採や陶土の採

掘等により丘陵地の樹林が乱伐され、広範囲の山

地が禿赦地（とくしゃち）※１となりました。これに対

し、昭和初期より旧建設省や林野庁等により砂防事

業及び治山事業が実施され、概ね緑が回復したが、

近年は里山林としての管理不足等から、徐々に樹林

の荒廃が進みつつありました。土岐川流域グリーン

ベルト整備事業はこのような背景のもと、多治見

樹林整備 「筒小屋の森」初日の出 砂防教室

禿赦地となった山地 植林が進む山地 緑豊かな山地

　当地域は、旧市街地と新興住宅地が混在してお

り、新旧住民の地域内における結束が課題となって

いました。里山の樹林整備から始まった活動は、地域

行事への参加に加え、小学校や保育園へのボラン

ティア活動にも広がり、新旧住民のコミュニケーショ

ンを醸成する場へと発展しました。特に、次の世代に

繋げる活動として始まった、市之倉小学校での樹林

観察会や間伐体験は、国土交通省を始めとした行政

機関と連携し、樹林の保全、維持管理の大切さ、自

然の大切さ、里山と人、人と人との繋がりを学ぶ場と

して活用されています。

市、土岐市の市街地に隣接する山麓斜面を一連の

緑地帯として、土砂災害に対する安全性向上、緑豊

かな都市景観をより望ましいものとすること等を目的

に、平成12年から事業が開始され、市之倉地区にお

いては、平成15年から行政と地域住民が協力して、

樹林整備活動等を行っています。

※１ ： 草木が育つための表土が無くなり地肌がむき出しに
なる状況

一般部門

7
社会資本の概要1

　土岐川流域グリーンベルト整備事業の開始から

３年後の平成15年、「はげ山から再生した丘陵を、

より安全で豊かな都市山麓に作り上げること」を目

標に、市之倉地区の住民と行政が協力して「おりべ

の森」「どんぐりの森」「やすらぎの森」「筒小屋の

森」の４つの森で活動が始まりました。樹林整備の

ほか、森を身近に感じてもらう為の散策道や展望台

の整備を行っており、「筒小屋の森」展望台は地域

の初日の出スポットになりました。地元の夏祭で

は、４つの森における活動紹介と併せ、伐採木で製

作した椅子の販売を行っています。また、樹林整備

を次の世代に繋げるため、市之倉小学校における

樹林観察会や間伐体験のほか、事業主体の１つで

ある多治見砂防国道事務所が行う砂防教室への協

力のほか、市之倉保育園においては「どんぐりの

森」での課外活動の見守りを行っています。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

　「荒廃した里山を緑の森にしたい」と始まった樹林
整備の活動も今年で２０年を迎えます。活動を支えた
のは郷土を愛する心、地域の仲間との絆です。これ
からは、未来を担う子供たちに、郷土の素晴らしさ、
里山と人、人と人との繋がりの大切さを伝えていき
たいと思います。

コメント

● 「おりべの森」「どんぐりの森」「やすらぎの森」「筒
小屋の森」での樹林整備、散策道の整備

● 市之倉夏まつりにおいて樹林整備活動の広報
● 市之倉小学校での樹木観察会、間伐体験、卒業記
念植樹の補助

● 市之倉保育園における遠足などの課外活動の見守り
● 市之倉小学校における砂防教室（防災学習）への
協力

活動の内容

喜

岐阜県多治見市市之倉町所在地

市之倉森づくり部会
会長　加藤 高久

活動主体及び連絡先

土岐川流域グリーンベルト整備事業
市之倉おりべ砂防ダム

対象となる社会資本

受賞者

市之倉森づくり部会
会長

加藤 高久
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地域と連携・協力した安全で豊かな
都市山麓づくり

JR
東
海
 中
央
本
線

古虎渓駅

市之倉
さかづき美術館

248

387

15

おりべの森

筒小屋の森

どんぐりの森

やすらぎの森

間伐体験

園児とのふれあい

卒業記念植樹

樹林観察会

地域とのふれあい

平成 15 年 市之倉森づくり部会設立
令和 ４ 年 手づくり郷土賞（一般部門）受賞
令和 5 年 設立から２０年

活動の経歴

市之倉森づくり部会 岐阜県 多治見市



　静岡県三島市と沼津市の市境に位置する「松毛

川」（沼津市は「灰塚川」と呼ぶ）は、昭和初期の堤

防工事によって三日月形の止水域となった、総延長

約1.3kｍ、樹林と湖沼面積約6haの狩野川の旧河川

敷であり、昔の河道が改変されずに今も残ってお

り、全国的にみても大変貴重な水辺自然環境です。

両岸には、エノキやムクノキの巨木など貴重な河畔

林・樹林帯が生育し、地域の生物多様性の重要な

ホットスポットになっています。

地域協働によるゴミや
産業廃棄物の清掃活動

大学生による放置竹林伐採作業 地元中学生による植林活動

松毛川最上流部から
両岸の河畔林を望む

松毛川空中写真
（手前を流れるのが狩野川）

放置竹林に覆われた河畔林

　巨木群を覆い隠していた放置竹林の伐採が進んだ

結果、これまで竹林に隠されていた河畔林・川面・富士

山の眺望が楽しめるようになり、また、植林した苗木

約7,000本が順調に成長し、原風景の森が再生され

てきたことで、最近では県内外への認知が進み、自然

散策やバードウォッチングに訪れる観光客が増加して

きました。

　また令和２年には、約3,000m2の三島市側の河畔

林をトラスト活動によって本会が買収し、本会による

恒久的な河畔林の保全が可能となりました。

　しかし放置竹林の拡大や外来生物の侵入など、

環境被害も発生しています。

　そこで本会では、松毛川を「環境教育園・サンク

チュアリ」として再生すべく、地域協働による多様な

河畔林再生活動「千年の森づくり」に、20年間にわ

たり取り組んでいます。

一般部門

8
社会資本の概要1

　松毛川では、近年、ヘドロの堆積、ゴミや産業廃

棄物の投棄、河畔林の枯死・倒木、放置竹林の拡

大といった様々な環境被害の進行とともに、地域住

民・土地所有者の高齢化による放置・荒地化が問題

になっています。

　そこで本会では、巨木群を覆う総延長約2.4km

の放置竹林の伐採と、伐採跡地への潜在自然植生

12種・7,000本以上の植林、伐採した竹のチップ化

（竹チップは苗木の肥料として活用）、止水域を覆

いつくすほど繁殖した外来種ホテイアオイの駆除、

不法投棄された粗大ゴミの除去など多様な環境再

生活動に取り組んできました。

　さらに、松毛川の環境の貴重性や環境再生の経

緯などを伝えるため、これらの活動を高校や大学、

企業の実習・研修の場として活用したり、専門家を

講師に招いた自然観察会を開催したり、環境教育

やSDGs実践活動にも取り組んでいます。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

グラウンドワーク三島 静岡県 三島市・沼津市

　長年にわたる地道な環境改善活動を、このような
形で評価していただき、大変うれしく思います。
　グラウンドワーク三島は、20年間にわたり、汚
れ、荒廃した松毛川を、地域協働の力により保全・再
生し、放置竹林の伐採や植林活動の成果によって新
たな「千年の森」が形成されてきています。
　今回の受賞を原動力に、今後も愚直な市民活動
を続けていきます。

コメント

● 三島市内の水辺自然環境再生活動（松毛川、源兵
衛川、御殿川、大場里山、境川・清住緑地等）

● 「環境出前講座」の開校
● 富士山麓の湧水地保全活動
● 農業事業（「三島そば」「三島米・ゆめみしま」等の
栽培）

活動の内容

平成 4 年 グラウンドワーク三島設立
平成 14 年 松毛川千年の森再生プロジェクト開始
令和 3 年 第21回中部の未来創造大賞「大賞」受賞
令和 4 年 第6回三島市景観賞「優秀賞」受賞
令和 4 年 手づくり郷土賞（一般部門）受賞

活動の経歴

喜

静岡県三島市御園、沼津市大平地区所在地

特定非営利活動法人 グラウンドワーク三島
静岡県三島市芝本町6-2
TEL：055-983-0136　E-MAIL：info@gwmishima.jp

活動主体及び連絡先

松毛川（灰塚川）対象となる社会資本

受賞者

特定非営利活動法人
グラウンドワーク三島

専務理事

渡辺 豊博

特定非営利活動法人
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30 31

松毛川「千年の森」再生プロジェクト

松毛川での
バードウォッチング

河畔林再生により
ご神木現る

トラスト活動により
取得した河畔林

狩野川堤防から望む
松毛川河畔林と
富士山の景観美

東海道新幹線

三島駅

沼津駅

沼津IC

松毛川（灰塚川）
（旧狩野川の名残の
三日月湖）

放置竹林伐採・植樹地

本会の買収地

140

136

246

1



　京都の西に位置する嵯峨嵐山は自然豊かな環境

であるとともに、全国でも数少ない都市型観光地で

す。地域には沢山の旅館・ホテル、飲食店、商店街、

寺院が立地しています。その嵯峨嵐山の地において

も特に際立つ小倉山は、平安時代より紅葉と鹿の名

所として和歌に読まれる名山であり、歴史的風土特

別保存地区にも指定され、小倉百人一首でも有名

な場所です。

森づくり活動（アカマツ林） 森づくり活動（竹林） 間伐材を使った
カトラリーづくりイベント

大堰川から小倉山を望む（右） 植樹活動時の集合写真 伐採木のチップを敷均した散策路

　会設立当初の会員数が30名足らずであったのが、

森づくりに関わるイベント等を行うことにより関心が

深まった方々が多く、現在は70名近くの会員数になっ

ています。活動を活性化するにつれ、地元の企業や商

店街の関心も深まり、各種イベントからの参画者とと

もに団体さんの会員数も増加しています。

　かつての荒廃した森林は明るく再生され、植樹した

アカマツは6ｍ近く成長、林床ではツツジが彩る景観

となりました。

　毎月、地元団体・住民等地域の方々とともに維持

管理活動を行ったり、文化人等が多い小倉山におい

て地元の人が講師になり、子供達、そしてその若い

世代の親に地域の風土（自然や歴史）を伝えるイベ

ントや地元小学校と連携した森林環境教育活動を

展開しています。

一般部門

9
社会資本の概要1

　かつての小倉山は、アカマツが中心の森林植生

と景観でしたが、燃料転換の影響から山に人が入

らなくなった結果、荒廃した環境となり、アカマツ

は枯れ、ソヨゴやコジイが優占する植生景観へと変

化しました。こういった環境の変化は、多くの寺院

の借景景観としての価値を低下させるとともに、長

い時代暮らしてきた生物相の減少にも繋がっていま

した。そのため、地域団体や住民が１つになり、歴

史ある嵯峨嵐山の森林景観を再生するため、定期

的な除伐等維持管理活動や、森林環境教育活動を

通じて、地域風土（歴史・自然）の価値を知ってもら

いながら、地域が連携し維持保全活動を行う人の

輪を広げる活動を行っています。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

景勝・小倉山を守る会 京都府 京都市

　この度は名誉ある賞を頂き有難うございます。
　私たちは嵯峨嵐山で京都のアカマツ林の借景景
観を再生する活動を行っています。
　アカマツが成木になるまで35年はかかると言われ
ています。この活動が発展的に受け継がれていくよ
う地域の皆様と汗を流し、嵯峨嵐山の景観再生に努
めています。

コメント

● 除伐等の森林維持管理活動
● 地域の風土を伝えるイベントの開催
● 地元小学校と連携した森林環境教育活動
● 季刊誌やハンドブック等の発刊
● 副産物を使った缶詰の作成・販売

活動の内容

活動の経歴

喜

京都市右京区小倉町所在地

景勝・小倉山を守る会
京都市中京区橘町92
TEL：075-708-8587　FAX：075-708-8494

活動主体及び連絡先

小倉山対象となる社会資本
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季刊誌の発刊

しめ縄づくりイベント

竹林再生から得た副産物（筍）
を使った缶詰の作成

コケテラリウムづくりイベント

32 33

～地域の人の輪によるアカマツの再生～
小倉山森林再生プロジェクト

受賞者

景勝・小倉山を守る会
会長

長尾 憲佑

平成 25 年 景勝・小倉山を守る会設立
令和 3 年 インフラメンテナンス大賞特別賞 受賞
   京都市景観賞奨励賞 受賞

山陰本線

トロッコ
保津峡駅

トロッコ
嵐山駅

トロッコ
嵯峨駅

嵐山駅

嵐電
嵯峨駅

137
50

136

天龍寺

大覚寺

活動範囲
小倉山

嵯峨野
観光鉄道



　京都府南丹市の西の端にある天引区は、兵庫県

丹波篠山市と隣接する山間の小さな村であり、林業

で栄えた昭和39年には戸数85、人口421人でした

が、令和４年には戸数59、人口151人にまで減少し、

55才以上が半数以上の準限界集落です。

　天引区では、通行量が多い国道372号が村の中を

通ってる状況を活かし、道路に隣接するグランドで

野菜販売や屋台を出店する
天引むくむく市

地域の一大イベントに成長した
天引ほたるコンサート

石積み水路の
補修ワークショップ

天引集落の風景
奥の道路が国道372号線

天引のシンボル 椋の木
手前のグランドで野菜市実施

天引のシンボル 薬師堂
年3回ライトアップ実施

　「会」結成時に決めた会議の４原則は、自由闊達な

話合いを保障し、月刊紙「あまびき元気ニュース」は

情報の共有を促しました。また、「天引むくむく市」等

のイベントは地域の人が顔を合わせる貴重な場となっ

ています。さらに集落外の人との交流が進む中で天引

ファンが増え、天引への移住を希望する声も増えてい

ます。

　現在、「会」の中にプロジェクトチームを立上げ、移

住受入れの為の空家の紹介等を行っており、少しず

つ効果が出始めています。

野菜市を開催したり、集落内にある天引八幡神社や

薬師堂、千体地蔵などの歴史的建造物を散策する

ツアー等のイベントを開催しています。また、集落内

を流れる石積み水路は生き物にとって貴重な環境で

あり、令和3年からはこの水路の補修と石積み技術

継承のため、石積み水路補修ワークショップを開始

しました。

一般部門

10
社会資本の概要1

　故郷消滅の危機感から、平成24年に全住民と地

元出身者の有志で「天引区の活性化と未来を考え

る会」を結成。結成の際、先ず「自由に発言する」

「人の発言をけなさない」「前例に囚われない」「夢

を語る」の会議４原則を定め、皆が自由に前向きに

発言できる場にしました。

　会の事務局には様々な人に参加を促し、今まで

とは違った発想や実行力、人脈等を活かし、野菜市

「天引むくむく市」や蛍散策と音楽を中心とした「天

引ほたるコンサート」のイベント等を開催していま

す。ただ、野菜市開催は月2回に抑える等、長続き

できるように無理しないことを最優先とし、イベント

のステージ等は、既成のものを積極的に活用するな

ど、無駄な費用の発生を抑えました。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

天引区の活性化と未来を考える会 京都府 南丹市

　10年の節目となる令和４年度にこのような賞を受
賞することができ、本当に嬉しく思います。150人の
小さな山間の集落ですが、自分たちがこの地で長く
生きていくために、自分たちの回りにある豊かな自然
と文化遺産を大切にしながら、無理せず暮らしてい
きたいと思います。椋の木は皆様のお越しをお待ち
しております。どうぞお越しください。

コメント

● 「あまびき元気ニュース」の毎月発刊
● 野菜市「天引むくむく市」の定期開催（月２回）
● 天引ほたるコンサートの毎年開催 ※現在休止中
● 水辺の生き物調査の実施
● 石積水路補修ワークショップの実施
● 買い物支援等の高齢者支援サービスの実施
● 空家対策の実施

活動の内容

活動の経歴

喜

受賞者

天引区の活性化と
未来を考える会

会長

小畠 喜久男
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令和元年より開始した
買い物支援サービス

あまびき元気ニュース

天引区の活性化と未来を
考える会の皆さん

むくむく市での交流の様子

34 35

～椋の木の下に集落内外の人が集う野菜市～
天引むくむく市と活性化の歩み

京都府南丹市園部町天引所在地

天引区の活性化と未来を考える会
京都府南丹市園部町天引向井山25
TEL：0771-65-0152　FAX：0771-65-0152
E-MAIL：amabiki.kasseika@gmail.com

活動主体及び連絡先

国道372号線対象となる社会資本

平成 24 年 天引区の活性化と未来を考える会設立
平成 25 年 天引ほたるコンサートの開催開始
平成 28 年 天引むくむく市の定期開催開始
令和 元 年 買い物支援サービスの開始
令和 4 年 あしたのまち・くらしづくり活動賞
   内閣総理大臣賞 受賞

兵庫県
丹波篠山市

京都府
南丹市

園部町天引

54

372
天引八幡神社

大隠寺

薬師堂 天引区
公民館

長栄寺

天引むくむく市

国道372号線



　柏原市立玉手山公園は大阪府柏原市にあり、近

鉄大阪線 河内国分駅 徒歩20分、近鉄南大阪線 

道明寺駅 徒歩15分の場所に位置しています。明治

41年に創設された「玉手山遊園地」が前身で、平成

11年3月に柏原市へ移管されました。総面積は、約

68,000ｍ2（約20,000坪）です。春は梅や桜、初夏

は新緑とツツジ、秋には紅葉など、園内には自然が

整備の様子 「森の音楽会」 森で子ども達が遊ぶ様子

柏原市立玉手山公園 柏原市立玉手山公園 玉手山公園から古墳群を望む

　「いぶらの森」では、コバノミツバツツジが自生して

いて、昔から「万葉ツツジ」と愛称されています。地域

には「万葉つつじクラブ」という保存会もあり、植樹

活動を共にしています。

　令和元年から「いぶらの森」での「里山の森づく

り」整備が３年を経て一定の目標を達成し、森での活

動やイベントへの参加も令和元年度701人、令和2年

度713人、令和3年度390人となりました。また「いぶ

らの森」活用への他の団体や学校などから期待が寄

せられるようになってきています。

いっぱいです。また、アスレチック風の大型組み合わ

せ遊具や、ちびっ子ゲレンデも設けられました。子供

から大人まで楽しめる公園です。

　公園展望台から日本第2位の大きさで墳丘の体積

は国内第1位の前方後円墳の応神天皇陵古墳や仲

姫命陵古墳、允恭天皇陵古墳、墓山古墳、白鳥陵

古墳等をパノラマにて望むことができます。

一般部門

社会資本の概要1

　かしわら森の会は、2015年から柏原市の自然観察

の団体として結成してとりくんできました。

　令和元年には柏原市から「柏原市立玉手山公園

の梅林の南側に市の森林があり、整備してもらえま

せんか」という提案があり、令和元年3月には市と

「覚書」を結んで、柏原市立玉手山公園の一部で森

林を「玉手山こども体験の森づくりプロジェクト」と

して整備活動にとりくむことになりました。

　整備している森を「いぶらの森」と名付け、親と

子対象の「森の音楽会」、「森でネイチャーゲーム」

などのイベントを開催しています。整備で出てくる

木材は廃棄せず、斜面地のステップ材や子どもに

体験させるための椎茸栽培用の原木として再活用

しています。子どもたちに森の中に落ちている落葉

で栞づくりやドングリの種類の観察や工作教室を

開催しています。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

かしわら森の会／柏原市 大阪府 柏原市

　森林整備のためには、森の資源の活用や手作り
があたりまえのこととして取り組んできましたが、今
回の受賞によりそのようなことが大切なことなんだと
改めて自覚することができました。
　作業でのリスクやコロナ禍のなか、皆さんと汗を
流してきた甲斐があったと喜んでいます。

コメント

● 森林整備
● 各種イベントの実施
● 植樹活動

活動の内容

活動の経歴
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イベント用マップ

万葉つつじクラブとの
植樹活動

間伐材で
手作り樹木名プレート

親と子の昆虫観察会
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大阪府柏原市円明町（柏原市立玉手山公園）所在地

柏原市国分本町
事務局　桝谷 政則　TEL：072-977-7677

活動主体及び連絡先

柏原市が所有する玉手山公園の一部の森林対象となる社会資本
近
鉄
大
阪
線

近
鉄
南
大
阪
線

西
名
阪自動車道

石
川

大和川

道明寺駅
河内国分駅

玉手小

玉手中
玉手山公園

27

12

27

165

25

放置された森と森林資源を利活用して
「里山の森づくり」

平成 27 年 かしわら森の会設立
平成 31 年 柏原市と「覚書」を結び、整備開始
令和 3 年 「おおさか環境賞」奨励賞　受賞
令和 4 年　国土緑化推進機構・理事長賞　受賞

受賞者

かしわら森の会
代表

三浦 誠



　弘法大師・空海ゆかりの八十八箇所の霊場を巡る

四国遍路は、四国を全周する１,４００㎞にも及ぶ巡礼

の道で、遍路道は１２００年の歴史を超えて現代に継

承されています。

　 阿南市加茂谷地区には未舗装で奇跡的に当時の

まま残る遍路道「かも道」「太龍寺道」「いわや道」

が存在しています。平成２２年に「太龍寺道」が初め

て国史跡「阿波遍路道」に指定され、平成２５年には

～歴史的遺産の魅力を発信して地域活性化～

　各種イベントには県外を含む多くの方々に参加頂

き、関係人口が拡大しています。また、活動を進める

中で、小中学校の総合学習や野外活動への協力や、

地元企業の新規採用職員との交流の場が増加してい

ます。これまでは地域内の高齢者が活動の中心でした

が、若い方々との協働で「新たなやりがい」が得ら

れ、次世代への継承意識も高まっています。

　四国全域が協働する「四国遍路道の世界遺産登

録」の取組において、地域が主体となった良好な事例

として評価され、様々な地域づくり団体からの整備・

保全手法に関する視察が増加しています。

長期間廃道だった「かも道」が徳島県と阿南市によ

る整備で復活し、平成２６年には「龍の窟」と呼ばれ

た鍾乳洞跡へ太龍寺から向かう「いわや道」を地域

の協働で復活させました。

　また、「かも道」には南北朝時代の貞治４年（１３６５

年）の年号が刻まれた「丁石」（１丁間隔に置かれた

道しるべ）が残り、四国最古の遍路道の証しとなって

います。

最古の四国遍路道を活かす
一般部門

社会資本の概要1

　地域住民には単なる生活道であった「かも道」

が、四国遍路最古の遍路道として価値のある古道

だと知ったことで、加茂谷地域の住民が「地域の歴

史的な宝となった遍路道」を生かした地域の活性

化を目指そうと集まり、「加茂谷へんろ道の会」を

平成２５年に発足させました。 

　活動当初は遍路道の日常的な管理（枝打ち、下

草刈り、危険箇所の見回りなど）と、台風通過直後

の点検や倒木・落石の除去から開始しました。現在

は文化財としての価値を損ねない施設補修や、利

用者の安全利用を支援する安全対策や案内標識の

設置にも取り組んでいます。また、遍路道ガイド活

動やウォークイベントの開催、ＳＮＳによる活動紹

介、広報誌やマップの発行、地元小学校の環境学

習や大学生のインターシップに協力することで加茂

谷地域全体の魅力を発信しています。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

加茂谷へんろ道の会／阿南市 徳島県 阿南市

　十年間、活動に関わってきた仲間と受賞の喜びを
分かち合っています。四国遍路道に関わる活動で
は、四国で初めての受賞です。地道な活動が認めら
れたことに地元の皆さん、四国四県の関係者から賞
賛の言葉を戴いています。今後とも、地元の歴史遺
産を守り、その魅力発信活動を続けることで、地元
の元気、活性化につながると信じて活動を進めま
す。加えて、四国遍路の世界遺産登録推進にも弾み
がつけば、なお幸いです。

コメント

● 遍路道の保全整備（掃除・補修・倒木処理など）　
● 遍路道ガイド
● 魅力発信の広報活動
● 遍路道ウォークイベントの開催
● 小中学校等の学びの活動への参画

平成 25 年 加茂谷へんろ道の会設立
平成 26 年 あなん遍路おもかげウォーク開始
平成 29 年 とくしま環境県民会議表彰受賞
   とくしまボランティア賞奨励賞受賞
令和 2 年 ウォーキングワークイベント開始
令和 4 年 手づくり郷土賞（一般部門）受賞

活動の内容

活動の経歴

喜

徳島県阿南市加茂町・水井町・大井町所在地

加茂谷へんろ道の会  TEL:090-4781-6832
阿南市建設部土木課／市民部文化振興課TEL:0884-22-1782
Facebook  https://ja-jp.facebook.com/hennromiti/

活動主体及び連絡先

遍路道（かも道・太龍寺道・いわや道）／市道若杉線対象となる社会資本

手
づ
く
り
郷
土
賞
に
つ
い
て

講
　
評

受
賞
記
念
発
表
会

一
般
部
門

資
料
編

手
づ
く
り
郷
土
賞
に
つ
い
て

講
　
評

受
賞
記
念
発
表
会

大
賞
部
門

大
賞
部
門

一
般
部
門

資
料
編

び の 声

あなん遍路おもかげウォーク 住民参加のお接待
「にっき餅」作り

小中学生の総合学習支援 マスコミ取材への協力

38 39
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舎心嶽の岩上に坐る空海像 最古の遍路道の証し「丁石」 歩いて巡る太龍寺への遍路道

巨大倒木の除去 石柱説明を記した案内標識 大学生のインターンシップ活動

受賞者

加茂谷へんろ道の会
会長

横井 知昭
 

那賀川
19

282

28

283
195

鶴林寺
一宿寺

太龍寺

平等寺

道の駅
「わじき」

太龍寺
ロープウェイ

太龍寺道
（市道若杉道） かも道

いわや道

平等寺道



　北部九州に位置する国道202号や204号沿いの

玄界灘沿岸地域は、弥生時代末期から大陸との交

流路が開かれており、その後も大和朝廷と筑紫との

連絡道として整備が進み、奈良時代の国の骨格道

路・七道整備の先駆けとなるものといわれています。

この道筋は神功皇后（３C）の新羅遠征や、豊臣秀吉

による朝鮮出兵による軍事用道路としても利用さ

～歩く唐津街道の旅人と標識設置活動

資源マップと参加グッズ 通行手形 唐津街道標識

厳冬下師走の旅人／唐津城・舞鶴橋 室見川に映る福岡タワーと旅人 石炭積出で賑わった洞海湾の夕日

　歩く旅は150回を超え、参加者・支援者も質・量ともに
充実し、訪問先との交流や広報活動・支援の仕組みも
定着化してきています。回を重ねたことで、仲間づくり
はもとより、現地ガイドを名乗り出る一般参加者など、
参加スタイルも多様化してきていますし、資源マップや
記念誌などの制作物は関係機関や地域へ配布等する
ことで、参加者のみならず、街道遺産の掘り起こし、
保存活動、広報活動等に成果を上げてきています。
　配布資料や参加グッズ、周年記念活動は参加意欲
向上に大きな効果があり、毎年発行の通行手形（参加
毎にシール貼り）にはコレクターもいます。
　さらに、標識設置活動は、統一的デザインにより地
域差をなくし、沿道環境整備や地元への啓発活動に
波及しており、14の宿場間に現在11ヶ所の設置を達成
しており、沿道地域の新たなシンボルとなってきていま
す。活動内容や波及効果はウォーキングに留まらず多
岐に渡るようになり地域間の交流の場や、関心を寄せ
てもらう分野も広がり、今後の活動での展開が楽しみ
です。

れ、江戸時代の参勤交代制度などによって道路網の

再編や宿場・沿道環境の整備などの道の歴史を刻ん

できました。沿線には街道時代の名残である14の宿

場をはじめ、祭りなど数多くの街道遺産が残ってお

り、海に面した街道沿いは地域ごとに異なる美しい

景観も有しています。

街道遺産発見の旅
一般部門

社会資本の概要1

　「街道遺産発見の旅」は、旧唐津街道（約140

㎞）をメイン街道とし、これに接続する長崎街道な

どを舞台にしています。車社会となった現代では、

古来からの遺産も地域住民さえ気づかない物となっ

てきており、「歩く唐津街道の旅」は、こうした遺産

にスポットライトを当てる事で、未来へ継承し新時

代でも活用する方法が見いだせないかという思いか

ら活動を行っています。ウォーキングを通して発見

した遺産の存続・継承・活用を活動の目標として、

更に広く関心を抱いてもらうための工夫「プラス5」

の活動も実施しています。

①資源マップ・参加グッズの制作

②マイスター制度と完歩賞の授与

③記念ウオークや交流ウオークの実施

④ゴミ拾い活動

⑤唐津街道標識設置（地元や来訪者への周知や活用

　をネライとして、全区間に亘る統一的な標識を設置）

　また、国の運動である「日本風景街道」のパート

ナーシップとして取り組んでいます。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

玄界灘風景街道・歩く唐津街道の旅 佐賀県唐津市～福岡県北九州市

　古来、“道“は私たちとともに歴史を刻んできました。
　また、沿道の景観もその形を変えながらも未来へ
向けた資源を育んでいます。歩を刻みながら、街道
遺産を感じ・ふれ合い、そして次世代へ繋げたい。
　この受賞を機に、さらなる仲間づくり、街道資源
の発見・活用への思いを新たにしています。多くの
方々の支援を励みに「歩く旅」は続きます。

コメント

● 月１回の参加者自由のウォーキング
● 街道遺産発見や史跡ガイド
● 【プラス５】の活動
 ①資源マップ・参加グッズ ②マイスター認定・完歩賞 
③記念ウォーク・交流ウォーク ④清掃活動

 ⑤唐津街道標識設置活動

活動の内容

平成8年 旧唐津街道ジャーニーランウォーク発足
平成21年 「歩く唐津街道の旅」として唐津街道往還

再スタートし、毎月第4日曜日・年12回の
ウォーキングを実施

 令和４年4月で150回を迎える
令和２年 唐津街道標識設置活動開始
 令和４年5月までに11基設置

活動の経歴

喜

佐賀県唐津市～福岡県福岡市～同県北九州市門司区所在地

玄界灘風景街道・歩く唐津街道の旅
世話人会代表：桝谷秀秋
masutani.h9@major.ocn.ne.jp

活動主体及び連絡先

国道202号、204号など旧街道沿線地域対象となる社会資本

受賞者

玄界灘風景街道・歩く唐津街道の旅
代表　桝谷 秀秋
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唐津

博多

門
司
港

佐賀県

福岡県

現地でのガイド

歩く旅ゴミ拾い隊

150回記念

マイスター認定



　菊池川は、豊かな自然に囲まれた熊本県北部に

位置する一級河川であり、その流域は、古代から受

け継がれた条理や棚田といった米作りによる土地利

用の広がりが姿をとどめ、さらには、米作りがもたら

した芸能・食文化等があり、日本遺産に登録されて

います。

～見なれた自然から驚きと感動を～

植物観察会 生物観察学習会 魚の捕まえ方の学習

菊池川 屋内学習 菊池水源観察会
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　子供たちが、菊池川流域の豊かな自然や文化に触

れる良い機会となっており、観察方法や自然生態など

を身につけてもらうことが出来ました。

　小学校3年生の総合学習においては、「菊池川につ

いて知ろう」と題した学習支援も実施しており、学校

教育への貢献にも繋がっています。

　また、観察会・学習会後に行った参加者アンケート

においては、「自然はすばらしい」、「菊池川をもっと

調べたい」とのご意見もいただいており、菊池川の自

然についての再認識や郷土愛の醸成にも繋がってい

ると感じています。

　上記の活動成果は、本取組を共に実行する高校・大

学・河川協力団体・菊池川河川事務所等の活動の励み

となっており、各団体の連携強化に繋がっています。

　菊池川自然塾は、自分たちを育んでくれた菊池川

の良さを子供たちにも知って欲しいという思いから

設立し、菊池川流域や、そこに関わる地域で育まれ

ている人々が、自らを育んでいる自然を具体的に理

解し、より効果的に自然の真理を学んでいただくこ

とを目指しています。

菊池川をフィールドとした子供たちとの
体験学習会

一般部門

社会資本の概要1

　設立から現在までの約13年間、小・中・高校生を

対象とした観察会や学習会を年10回程度開催して

おり、菊池川流域をフィールドに、野外での自然観

察を基本とした体験活動を実施しています。

① 観察会・学習会での体験活動

 　子供たち自らが採取した植物や魚を使って標

本作成や解剖を実施し、驚きと感動を味わっても

らうことで、自らを育んでいる自然を理解し、科

学の眼を養ってもらうことに取り組んでいます。

② 若者たちが切磋琢磨できる環境の提供

 　地質（化石、鉱物を含む）・植物・動物・考古学・

天体など、その道の各専門家が講義を行ってお

り、「様々な若者たちが集い、切磋琢磨する場」

を提供しています。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

菊池川自然塾 熊本県 山鹿市

　この度は、令和４年度 手づくり郷土賞に選定いた
だき、誠にありがとうございます。
　菊池川自然塾は、これからも菊池川流域の恵まれ
た自然や文化を学び・知る体験活動を通して子供た
ちに驚きと感動を体感させるとともに、科学の眼を
育てていきたいと考えています。

コメント

● 子供たちを対象とした野外での自然観察を基本
に、地質、植物、動物、考古学、天体、文化等の観
察会と学習会を実施している。

活動の内容

喜

鹿本町水辺の学習館「ゆめほたる」
熊本県山鹿市鹿本町中川１１３０－５

所在地

特定非営利活動法人 菊池川自然塾
TEL：0968-41-6325

活動主体及び連絡先

菊池川対象となる社会資本

受賞者

NPO法人
菊池川自然塾
理事長

冨田 克敏

特定非営利活動法人

び の 声

42

14

活動の経歴
平成20年 菊池川自然塾設立
平成 26 年 菊池川河川事務所 国土交通行政功労表彰
平成 26 年 特定非営利活動法人菊池川自然塾に移行
令和 元 年 九州地方整備局　国土交通行政功労表彰
令和 3 年 第30回くまもと環境賞受賞

菊
池川

鹿本町
水辺の学習館
ゆめほたる

138

198

菊池川河川敷での植物観察と採取

植物観察方法の学習会 植物標本の作製

子供たちが川に入り、
自分たちで魚の採取。

熊本大学の教授による
魚の種類、住処について説明。

43



　山国川はその源を大分県中津市山国町英彦山に

発し、同市山国町、耶馬溪町を流下し、周防灘にそ

そぐ幹川流路延長56㎞流域面積540km2の一級河

川です。浸食地形による渓谷が多く存在し、上流部

には秋の紅葉が絶景の深耶馬渓、中流部には競秀

峰が連なる青の洞門、下流部には河川の景観と調

和した中津城など、山国川を軸とした景勝地に毎年

多くの観光客が訪れています。また、やまくに源流

～地域が連携した観光ガイド～

まちなみ探検ガイド
（中津の郷土史を語る会）

ワンパク！たんけん中津ガイド
（やまくにの歴史と文化を学ぶ会）

八面山桜ウォークガイド
（三光観光ボランティアガイドの会）

山国川上流域（猿飛千壺峡） 山国川中流域（耶馬渓橋） 山国川下流域（中津城）

　各地域のガイド団体は、観光客に対し丁寧にわか

りやすく、おもてなしの心づかいをモットーに中津の魅

力を伝えてまいりました。ガイドの実地研修や連絡協

議会を定期的に開催し、ガイド力の研鑽、情報収集

に努め、地域の観光客誘致に大きく貢献しています。

　山国川流域の観光スポット周辺の道路清掃や花の

植栽をおこない、観光客に気持ちよく楽しんでいただ

けるような環境整備、また日本遺産の魅力を体感でき

る体験プログラム「やばはく」などあらたなコンテンツ

の創出にも取り組んでいます。今後も子どもたちの歴

史学習や子どもガイドの育成、高齢者の生きがいづく

りなど、郷土愛の醸成と地域活性化の活動に引き続

き取り組んでまいります。

祭り、耶馬渓ダム湖畔祭り、禅海ふるさとまつり、鶴

市花傘鉾祭など山国川に関係する伝統の祭りや多く

のイベントが盛んに行われています。

　中津市の主要施策として山国川上下流域を一体と

する観光を推進しています。観光を通じて、経済的な

地域活性化のほか、郷土への愛着心を育む担い手と

しての人材づくりを旧中津・三光・本耶馬渓・耶馬溪・山

国の各地域のガイド団体が積極的に進めています。 

山国川の美しい景観と歴史文化を
守り伝える 

一般部門

社会資本の概要1

　山国川流域に広がる広大な景勝地の歴史文化を

語るストーリー「やばけい遊覧」が平成２９年に日本

遺産に認定されました。毎年春と秋に中津玖珠日本

遺産推進協議会が主催する、奇岩と渓谷が織りなす

自然美を四季折々に楽しめるイベント「日本遺産や

ばけい遊覧博覧会（やばはく）」では、住民の視点で

つくられた地域の魅力が伝わる取り組みをプログラ

ムとして提供しています。

　市内小中学校の地域学習の講師として、ゲスト

ティーチャー、紙芝居公演や平和授業・屋外授業で

の地域案内、登山ガイド、など、地域の歴史文化や

自然の魅力を地元の言葉で伝え、子供たちの故郷へ

の愛着と誇りをはぐくむなど、多岐に渡る活動を

行っています。 

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

中津の郷土史を語る会／中津の歴史と文化を学ぶ会／三光観光ボランティアガイドの会／
本耶馬渓町観光ボランティアガイドの会／耶馬溪歴史観光案内人の会／やまくにの歴史と文化を学ぶ会 大分県 中津市

　この度は栄えある賞を賜り心より感謝申し上げま
す。山国川流域で特色あるそれぞれの地域の魅力を
伝えるため6つの団体が連携しながら活動をおこなっ
ています。今回の受賞で、山国川の恵みが織りなす
絶景や中津の歴史文化の魅力がより多くの人々に伝
われば幸いです。今後も地域の魅力を後世に大切に
伝え残すため精一杯活動に取り組んでまいります。

コメント

● 観光ガイド
● 郷土歴史講座開催
● 清掃活動
● 植栽活動
● 歴史教育活動

活動の内容

喜

大分県中津市大字島田219-2所在地
中津耶馬渓観光ガイド連絡協議会
（中津耶馬渓観光協会）
TEL：0979ｰ64ｰ6565

活動主体及び連絡先

山国川流域全体
※管理者：国土交通省、大分県

対象となる社会資本

受賞者

中津耶馬渓観光ガイド
連絡協議会
会長

本徳 照光
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び の 声

青の洞門周辺清掃活動
（本耶馬渓町観光ボラン
ティアガイドの会）

史跡現地研修
（中津の歴史と文化を学ぶ会）

やばはく トレッキングツアｰ　
（本耶馬渓町観光ボランティア

ガイドの会）

歴史紙芝居講演
（耶馬溪歴史観光案内人の会）

44 45

15

中津IC

中津市役所

三光支所
活動範囲
山国川流域

東九州自
動
車
道

496

212

500

387

周防灘

耶馬渓ダム

耶馬渓支所 本耶馬渓支所

道の駅やまくに山国支所

道の駅なかつ

中津駅

山
国
川

活動の経歴
昭和 51 年 中津の郷土史を語る会設立
   以降各団体設立
令和 4 年 手づくり郷土賞（一般部門）受賞



　対象社会資本の浦添西海岸地域は、地元住民の

生活と自然海浜をつなぐ里浜であり、古来より海の

彼方にあるというニライカナイへの祈りの場である地

域でした。また、開発が進む沖縄本島中南部にあっ

て、米軍基地・キャンプキンザーに接していることか

ら、人工的な開発を免れ、自然の原風景を残す貴重

な自然海浜となっています。令和４年９月には、大学

～時空を超え未来につなぐ、古里の記憶～

日米合同ビーチクリーン活動 地元小学生向け環境学習 普及啓発イベントでの広報活動

カーミージー浜 海没地区・カーミージー橋 サンエーパルコ前浜

　年間７回、３０～１００名程のボランティア参加を得

て、ビーチクリーン活動を行っています。また、総合学

習の時間で、地元小学校の児童たちを対象に環境学

習や体験学習を継続して実施しています。さらに、活

動を通じて得られた知見を踏まえて、開催している環

境学習セミナーや展示会には、相当数の方のご来場

を頂いています。当海岸の保全・利活用への興味・関心

の広がりを感じており、これまでの活動の手ごたえを

感じているところです。

の調査研究により、新種の生物が確認されるなど、

学術的にも、都市部近くにありながら豊かな自然が

維持されている海浜として注目されています。近年

は、新たに西海岸道路が開通し、地域外の訪問客も

多数訪れる観光地、景勝地にもなっており、その保存

と利活用の両立の重要性が高まっている海浜です。

市民協働による西海岸・里浜の保全活用
一般部門

社会資本の概要1

　地元の港川自治会活動として、相互交流と次世

代の人材育成に取り組んできました。活動のさらな

る展開のため、一般社団法人組織を設立し今日に

至っています。自治会会員のみならず、様々な団体

のボランティア参加による地域貢献活動を展開する

ため、各団体・行政との橋渡しをする中間支援団体

としての役割を担っています。里浜ビーチクリーン

や小学生を対象とした体験学習を開催するほか、

活動から得られた知見を踏まえ、地元浦添市にお

ける里浜条例の制定、同ガイドラインの策定に貢

献、また、その他様々な行政主催会議の構成員とし

て提言を行うなど行政との連携や、展示会等のイ

ベントで広報活動を通じ、海岸の保全・利活用の在

り方を発信しています。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3 活動の成果や波及効果等

うらそえ里浜・未来ネットワーク 沖縄県 浦添市

　当法人は、開発を免れ、ふるさとの原風景を残す
浦添西海岸地域の保全・利活用をはかり、地域コミュ
ニティのつながりの確保や担い手育成、地域外から
の来訪者にも美しい里浜の海岸を愉しんでいただけ
るよう、様々な活動に取り組んできました。このた
び、本賞を頂戴し、夢の実現に向け未来へ続くより
魅力的な活動の創造や持続性確保、その先に見える
自然の砂浜再生に市民と共に取り組んでいきます。

コメント

● ボランティアによるビーチクリーン活動
● 地元の子供たちを対象とした体験学習
● イノー海域でのカヌー体験
● 地域住民向け環境学習セミナー
● イベント会場での広報活動
● 行政主催会議への参画、提言
● 地域連携・ローカルルールづくり（案）の作成

活動の内容

喜

沖縄県浦添市港川、西洲所在地

一般社団法人 うらそえ里浜・未来ネットワーク
TEL：090-1875-8595

活動主体及び連絡先

浦添西海岸地域
（ カーミージー浜～キャンプキンザー海没地区
 ～サンエーパルコ前浜）

対象となる社会資本

受賞者

一般社団法人
うらそえ里浜・未来ネットワーク

代表理事

田邊 治通

一般社団法人

手
づ
く
り
郷
土
賞
に
つ
い
て

講
　
評

受
賞
記
念
発
表
会

一
般
部
門

資
料
編

手
づ
く
り
郷
土
賞
に
つ
い
て

講
　
評

受
賞
記
念
発
表
会

大
賞
部
門

大
賞
部
門

一
般
部
門

資
料
編

び の 声

カヌーの活用による
ごみ運搬・回収方法の実証

様々な世代による
ビーチクリーン活動

海からの手紙・アートで伝える
展示会2021、

参加者メッセージカード

地域・行政の連携による
座礁クジラの運搬

46 47

キャンプ・
キンザー 330

キャンプ
キンザー
海没地区

サンエー
パルコ
前浜

カーミージー浜

58
38

251

活動の経歴
平成 17 年 地元港川自治会として活動を開始
平成 31 年 一般社団法人うらそえ里浜・未来ネット

ワーク設立
令和 元 年 めんそーれ沖縄クリーンアップキャンペー

ン表彰受賞
令和 2 年 沖縄県地域づくり団体表彰受賞

16



Part1
昭和
61年度

Part2
昭和
62年度

Part3
昭和
63年度

Part4
平成
元年度

Part5
平成
2年度

Part6
平成
3年度

Part9
平成
6年度

Part10
平成
7年度

48 49

年度別テーマ一覧（Part1～Part37）

人と風土が育てた家並 
ふるさとが誇りとする橋
ふれあいの水辺 

30 選

30選
30選

コミュニティー部門 
自然部門 
歴史・文化部門 

30 選
30選
30選

いきいきとした楽しい街並み
ふれあいの並木道 
水辺の風物詩 

30 選
30選

30選

小さなふれあいの広場 30 選
30選
30選

ふるさとに恵みを与える川
やすらぎとうるおいのある歩道

いこいとふれあいの道 
生活の中にいきる水辺 
歴史をいかした街並み 

30 選
30選
30選

街灯のある街角 
生活を支える自然の水 
花と緑の手づくりふるさと
ふるさとの坂道 

30 選
30選
30選
30選

施設部門 
素材部門 

30 選
30選

Part7
平成
4年度

くらしに根づく施設 
ふるさとの色と光 

30 選
30選

Part8
平成
5年度

自然とふれあう水辺づくり
出会いを演出する街角 30 選

30選

30選ふるさとの風景にとけこむ道

人々が集い憩う水辺づくり

ふるさとを紹介する道
ふるさとの文化を育む街角の広場

30選
30選
30選

Part11
平成
8年度

Part12
平成
9年度

Part13
平成
10年度

Part14
平成
11年度

Part15
平成
12年度

Part16
平成
13年度

Part19
平成
16年度

Part20
平成
17年度

Part17
平成
14年度

Part18
平成
15年度

テーマを設定せず 37 選

テーマを設定せず 40選

テーマを設定せず 38 選

テーマを設定せず 32 選

テーマを設定せず 30 選

地域整備部門 
地域活動部門 

20 選
9選

地域整備部門 
地域活動部門 

15 選
11 選

地域整備部門 
地域活動部門 

13 選
10選

Part21
平成
18年度

Part22
平成
19年度

Part23
平成
20年度

Part24
平成
21年度

Part25
平成
22年度

Part26
平成
23年度

Part29
平成
26年度

Part30
平成
27年度

Part27
平成
24年度

Part28
平成
25年度

Part31
平成
28年度

Part32
平成
29年度

Part33
平成
30年度

Part34
令和
元年度

Part35
令和
2年度

Part36
令和
3年度

Part37
令和
4年度

地域整備部門 
地域活動部門 

6 選
11 選

地域整備部門 
地域活動部門 
大賞部門 

8 選
12 選
37 選

地域整備部門 
地域活動部門 
大賞部門 

7 選
14 選
9選

地域整備部門 
地域活動部門 
大賞部門 

7 選
9選
11 選

一般部門 
大賞部門 

13 選
2選

一般部門 
大賞部門 

17 選
2選

一般部門 
大賞部門 

22 選
3選

一般部門 
大賞部門 

20 選
4選

一般部門 
大賞部門 

13 選
3選

一般部門 
大賞部門 

12 選
1 選

一般部門 
大賞部門 

16 選
1 選

一般部門 
大賞部門 

12 選
4選

一般部門 
大賞部門 

16 選
2選

一般部門 
大賞部門 

17 選
3選

一般部門 
大賞部門 

15 選
4選

大賞部門 
一般部門 （公開審査による選考）

7選
15 選

一般部門 
大賞部門 

20 選
2選

一般部門 
大賞部門 

16 選
3選

一般部門 
大賞部門 

20 選
3選

年度別テーマ一覧
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昭和61年度

人と風土が育てた家並
都道府県 市区町村 件名
青森県 黒石市 こみせ ★ H17大賞
秋田県 仙北市 武家屋敷 ★ H17大賞
山形県 上山市 楢下宿 ★ H17大賞
福島県 喜多方市 蔵のまち
福島県 下郷町 大内宿 ★ H17大賞
栃木県 栃木市 巴波川沿川家並 ★ H17大賞
群馬県 甘楽町 小幡城下町の伝統的家並
新潟県 上越市 高田の雁木 ★ H17大賞
富山県 高岡市 銅器のまち金屋町通り ★ H17大賞
富山県 南砺市 信仰と木彫の里八日町通り
石川県 金沢市 長町武家屋敷群
長野県 南木曽町 妻籠宿の家並 ★ H19大賞
岐阜県 高山市 三之町の家並
岐阜県 恵那市 旧家の家並
岐阜県 白川村 合掌集落
愛知県 名古屋市 有松
滋賀県 大津市 石積みの町
滋賀県 東近江市 五個荘町金堂 ★ H17大賞
和歌山県 新宮市 別当屋敷町の家並
鳥取県 倉吉市 土蔵造りの家並 ★ H17大賞
島根県 津和野町 藩政時代の街並 ★ H17大賞
岡山県 倉敷市 倉敷市の伝統的街並 ★ H17大賞
広島県 竹原市 竹原市伝統的町並 ★ H24大賞
徳島県 美馬市 うだつと白壁の町並 ★ H17大賞
香川県 丸亀市 本島笠島集落家並
佐賀県 有田町 ドンバイ塀のある裏通り
長崎県 長崎市 長崎新地中華街
宮崎県 日向市 美々津の歴史的街並 ★ H17大賞
鹿児島県 知覧町 武家屋敷通り
沖縄県 竹富町 竹富町家並 ★ H17大賞

ふるさとが誇りとする橋
都道府県 市区町村 件名
北海道 上砂川町 野鳥の橋
北海道 鷹栖町 北野橋
岩手県 盛岡市 御厩橋
秋田県 横手市 学校橋
山形県 上山市 新町めがね橋
山形県 長井市 撞木橋
福島県 喜多方市 東大橋
埼玉県 川口市 青木橋
埼玉県 草加市 辰井川６橋
東京都 港区 中之橋
神奈川県 横浜市 夕照橋
新潟県 新潟市 万代橋
富山県 射水市 虹の神楽橋
石川県 金沢市 犀川大橋
福井県 福井市 新明里橋
山梨県 大月市 猿橋
長野県 飯網町 天の浮橋
岐阜県 恵那市 大井橋
静岡県 浜松市 枕瀬橋
三重県 菰野町 あかね橋
大阪府 大阪市 錦橋
奈良県 十津川村 谷瀬橋
岡山県 岡山市 相生橋
広島県 広島市 横川橋
徳島県 三好市 祖谷のかずら橋
愛媛県 西条市 伊曽の橋
高知県 安芸市 土居橋
長崎県 長崎市 長崎中島川石橋群
熊本県 山都町 通潤橋
熊本県 津奈木町 あけぼの橋

ふれあいの水辺
都道府県 市区町村 件名
北海道 札幌市 鴨々川遊び場
北海道 福島町 新緑公園
岩手県 一関市 磐井川
宮城県 栗原市 迫川

山形県 山形市 馬見ヶ崎川
茨城県 潮来市 潮来漕艇場
群馬県 前橋市 広瀬川河畔緑地緑道 ★ H17大賞
群馬県 桐生市 境野水処理センター屋上公園
千葉県 船橋市 街かど美術館
東京都 江戸川区 小松川境川親水公園 ★ H17大賞
神奈川県 小田原市 小八幡川親水護岸
富山県 小矢部市 花菖蒲の小矢部河川公園
岐阜県 岐阜市 早田川
愛知県 名古屋市 水の小径
滋賀県 近江八幡市 八幡堀 ★ H17大賞
滋賀県 高月町 雨森 ★ H17大賞
京都府 南丹市 大堰川・寅天堰
大阪府 岸和田市 古城川緑道
兵庫県 尼崎市 武庫川六樋水系、ホタルの里づくり
鳥取県 鳥取市 流しびなの水辺
岡山県 岡山市 西川緑道公園 ★ H17大賞
広島県 大崎上島町 野賀海岸
広島県 福山市 堂々公園
山口県 防府市 佐波川蛍の川
愛媛県 西予市 野村ダム公園 ★ H18大賞
高知県 土佐町 早明浦湖ふれあい広場
福岡県 北九州市 槻田せせらぎ広場
佐賀県 佐賀市 多布施川水遊び場
大分県 竹田市 中島河川プール
宮崎県 小林市 本庄川河川プール

昭和62年度

いきいきとした楽しい街並み
都道府県 市区町村 件名
青森県 田子町 サンモールたっこ
宮城県 仙台市 一番街ショッピングモール
秋田県 秋田市 秋田駅前買物広場
山形県 酒田市 酒田市ショッピングモール
福島県 会津若松市 大町通り
茨城県 日立市 日立銀座ショッピングモール
茨城県 土浦市 川口ショッピングモール
埼玉県 川口市 ショッピングモールふじの市通り
千葉県 香取市 小野川周辺の町並 ★ H17大賞
東京都 中央区 馬喰町商店街
東京都 足立区 東和銀座商店街
神奈川県 横浜市 イセザキモール
新潟県 十日町市 雪まつりと流雪溝のまち
富山県 高岡市 ふれあいの槐通り
富山県 南砺市 合掌家屋と民謡こきりこの里
山梨県 甲府市 かすがもーる
長野県 佐久市 中込グリーンモール
岐阜県 岐阜市 美殿町通り
岐阜県 可児市 桜ヶ丘ハイツの街並みと家並み
京都府 京都市 三条通り歴史的かいわい景観地区
大阪府 岸和田市 岸和田駅前通り
兵庫県 神戸市 北野町山本通 ★ H17大賞
和歌山県 高野町 高野町内街路
岡山県 高梁市 ふれあい広場と美観地区
徳島県 徳島市 紺屋町シンボルロード
福岡県 福岡市 大橋駅前通り
佐賀県 有田町 陶磁の香りのする駅前通り
大分県 日田市 日田の街並
宮崎県 日南市 本町商人通りの街並　★H25大賞
沖縄県 沖縄市 中央パークアベニュー

ふれあいの並木道
都道府県 市区町村 件名
北海道 釧路市 出世坂
岩手県 北上市 展勝地公園
宮城県 仙台市 仙台市ケヤキ並木
山形県 高畠町 まほろばの緑道
茨城県 日立市 けやき通りと歩道
栃木県 さくら市 桜並木線
群馬県 前橋市 ふるさとのケヤキ並木
埼玉県 春日部市 藤どおり
埼玉県 草加市 草加松原遊歩道

東京都 世田谷区 けやき広場
神奈川県 横浜市 大岡川プロムナード
神奈川県 川崎市 市役所通りモール
富山県 富山市 松川べり
石川県 金沢市 中央公園通り
岐阜県 中津川市 四ッ目川の桜並木
岐阜県 恵那市 岩村城登城坂

三重県 津市 三多気の桜
大阪府 大阪市 みおつくしプロムナード
兵庫県 神戸市 税関線シンボルロード
兵庫県 宝塚市 花のみち
奈良県 橿原市 橿原神宮公苑線の並木道
岡山県 岡山市 烏城みち
広島県 呉市 美術館通り
広島県 竹原市 あいふる３１６
山口県 光市 なぎさへの道
高知県 土佐清水市 足摺岬椿の散歩道
福岡県 北九州市 出あい坂
長崎県 島原市 白土湖畔緑道
沖縄県 久米島町 フクギ並木と道路

水辺の風物詩
都道府県 市区町村 件名
北海道 旭川市 せせらぎ小路
岩手県 盛岡市 御所湖広域公園 ★ H18大賞
秋田県 大仙市 雄物川河川緑地
栃木県 下野市 大松山運動公園
埼玉県 さいたま市 千貫樋水郷公園
千葉県 千葉市 稲毛海浜公園
新潟県 新潟市 早川堀のイメージ復元
富山県 黒部市 黒部川扇状地の湧水群
石川県 金沢市 浅野川～加賀友禅灯ろう流し
福井県 大野市 お清水
長野県 上田市 長池公園のせせらぎ広場
静岡県 浜松市 森の水車
愛知県 名古屋市 宮の渡し公園
愛知県 名古屋市 庄内用水緑道
滋賀県 愛荘町 新愛知川フラワープロムナード
大阪府 大阪市 河川（今川）「せせらぎの復活」
和歌山県 白浜町 白良浜
鳥取県 湯梨浜町 東郷湖
島根県 松江市 北松江の宍道湖岸
広島県 廿日市市 紅葉谷川庭園砂防 ★ H17大賞
広島県 安芸高田市　土師ﾀﾞﾑｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ ★ H18大賞
山口県 山口市 一の坂川ホタル護岸 ★ H17大賞
山口県 周南市 東川緑地公園
香川県 丸亀市 土器川河川敷広場
愛媛県 大洲市 肱川の鵜飼
高知県 高知市 鏡川みどりの広場
福岡県 朝倉市 朝倉の三連水車
熊本県 宇土市 轟水源
大分県 別府市 境川の水辺
鹿児島県 加治木町 網掛川

昭和63年度

小さなふれあい広場
都道府県 市区町村 件名
岩手県 奥州市 蔵のあるポケットパーク
宮城県 加美町 さわざくら公園
山形県 鶴岡市 やすらぎ広場
茨城県 古河市 古河市庁舎広場
群馬県 館林市 富士原憩の森
埼玉県 川口市 辰井公園
埼玉県 草加市 おせん茶屋
埼玉県 さいたま市 うらわセントラルガーデン
東京都 港区 パテオ十番おまつり広場
東京都 荒川区 日暮里南公園噴水広場
神奈川県 横浜市 金沢埋立地水際線緑地
新潟県 十日町市 あじさい公園
長野県 岡谷市 高架下公園
岐阜県 岐阜市 西野町コミュニティ水路

岐阜県 高山市 市制５０周年記念公園　中橋公園
滋賀県 甲賀市 みよで公園
大阪府 大阪市 御津公園（タウンスクウェアー）整備
兵庫県 神戸市 摂津本山駅前南広場
鳥取県 鳥取市 鳥取駅南モニュメント広場
岡山県 鏡野町 鏡野万葉のみちシンボル広場
広島県 福山市 春日池公園
山口県 防府市 西佐波緑地
香川県 高松市 北部コミュニティー広場
愛媛県 今治市 片原緑地
愛媛県 大洲市 丸山公園
福岡県 福岡市 水上公園
長崎県 長崎市 丸山公園
長崎県 島原市 浜の川共同洗い場
大分県 中津市 耶馬溪ダム記念公園
沖縄県 浦添市 屋富祖ポケットパーク

ふるさとに恵みを与える川
都道府県 市区町村 件名
岩手県 盛岡市 山岸せせらぎ水路
岩手県 宮古市 津軽石川堤防
岩手県 花巻市 田瀬湖ふるさと湖畔
宮城県 加美町 鳴瀬川中新田緑地
秋田県 横手市 横手市の流雪溝
茨城県 大子町 久慈川親水護岸
東京都 大田区 旧六郷用水の文化遺産保存事業
神奈川県 横浜市 和泉川親水広場
神奈川県 川崎市 二ヶ領用水（宿河原線） ★ H17大賞
新潟県 加茂市 加茂川修景
富山県 南砺市 七福の森・向川砂防堰堤
福井県 若狭町 浦見川
山梨県 身延町 下部リバーサイドパーク
山梨県 甲斐市 信玄堤 ★ H19大賞
山梨県 南アルプス市 滝沢川公園
長野県 中川村 理兵衛堤防
岐阜県 飛騨市 瀬戸川
滋賀県 安土町 錠の浜
兵庫県 神戸市 住吉川清流
兵庫県 姫路市 運河公園
和歌山県 紀の川市 せせらぎ水路
岡山県 総社市 砂川公園
広島県 広島市 古川せせらぎ河川公園
山口県 下関市 壇具川
山口県 萩市 藍場川
徳島県 阿南市 万代堤
香川県 まんのう町 満濃池
高知県 四万十市 渡川第二緑地
高知県 香美市 物部川緑地公園
佐賀県 有田町 自然とのふれあい空間

やすらぎとうるおいのある歩道
都道府県 市区町村 件名
北海道 旭川市 七条緑道イルミネーション
青森県 青森市 遊歩道緑地・平和公園
秋田県 秋田市 山王散歩道
福島県 福島市 市道中町御山町線コミュニティ道路
栃木県 日光市 くろがね橋歩道
群馬県 大泉町 いずみ緑道
埼玉県 八潮市 松之木どんぐり遊歩道
千葉県 市川市 桜並木の散策路
東京都 港区 ふれあいの道（竹芝桟橋～増上寺）
東京都 町田市 尾根緑道
神奈川県 横浜市 磯子アベニュー
神奈川県 藤沢市 引地川（川べり遊歩道）
神奈川県 相模原市 横浜市水道道緑道
石川県 金沢市 香林坊地下道
静岡県 沼津市 蛇松緑道
愛知県 名古屋市 中村参道緑道
三重県 鈴鹿市 四季の道
滋賀県 甲賀市 炎の美通り
大阪府 豊中市 蛍舞い飛ぶ自然の親水緑道
兵庫県 神戸市 酒蔵の道
奈良県 奈良市 奈良三条通り
鳥取県 鳥取市 旧袋川通り左岸線彫刻の道

島根県 松江市 浜乃木ふれあいモール
広島県 広島市 藤棚の道
広島県 呉市 蔵本通り 
山口県 光市 水鳥の道 
愛媛県 松山市 遊歩道熟田津の道 
福岡県 北九州市 三萩野やすらぎ通り 
宮崎県 宮崎市 後田川緑道 ★ H19大賞
鹿児島県 知覧町 清流溝と池

平成元年度

いこいとふれあいの道
都道府県 市区町村 件名
北海道 下川町 万里の長城遊歩道
北海道 洞爺湖町 湖畔通り ★ H17大賞
秋田県 秋田市 中土橋通り
山形県 尾花沢市 「歴史の道」
福島県 福島市 都市計画道路野田線
埼玉県 さいたま市 ショッピングモールさくら草通り
千葉県 鴨川市 海浜プロムナード（鴨川潮さい公園）
東京都 足立区 北千住サンロード
東京都 国分寺市 お鷹の道遊歩道 ★ H17大賞
新潟県 新潟市 西海岸公園の散策路
新潟県 長岡市 駅東歩行者専用道（長岡シンボルロード）
石川県 白山市 歴史を刻み今に残すふれあいのみち
石川県 七尾市 万葉の里コミュニティー道路
山梨県 早川町 やすらぎの参道
岐阜県 中津川市 中津川遊歩道公園
愛知県 名古屋市 ジョギングロード
京都府 福知山市 三段池公園
大阪府 堺市 学園ロード整備事業
大阪府 高槻市 阿武野緑道
兵庫県 姫路市 城西４４号線
兵庫県 西宮市 市役所前線
兵庫県 猪名川町 彫刻の道
兵庫県 播磨町 緑道であいのみち
広島県 広島市 並木通り ★ H19大賞
山口県 萩市 しろ魚の道
愛媛県 今治市 県木の森ふれあい散策道
高知県 高知市 長浜６５４号線
佐賀県 有田町 有田文様の道
長崎県 佐世保市 佐世保川岸線プロムナード・ギャラリー
熊本県 熊本市 長塀通り

生活の中にいきる水辺
都道府県 市区町村 件名
茨城県 日立市 鮎川ロマンチックライン
群馬県 神流町 清流神流川
埼玉県 川口市 芝川、水とみどりの遊歩道
埼玉県 草加市 西町緑道水路
埼玉県 蕨市 要害通りせせらぎ遊歩道
東京都 世田谷区 兵庫島河川公園
神奈川県 横浜市 三ッ沢せせらぎ緑道
神奈川県 相模原市 花と芝生の広場
神奈川県 秦野市 水無川緑地 ★ H17大賞
新潟県 新潟市 じゅんさい池公園ホタルの里
新潟県 新発田市 五十公野公園（アヤメ園）
富山県 砺波市 砺波チューリップ公園
石川県 金沢市 鞍月用水
福井県 敦賀市 二夜の川
岐阜県 郡上市 やなか水の小径
岐阜県 高山市 滝谷流路工
愛知県 名古屋市 アーバン・オアシス
愛知県 岡崎市 岡崎市乙川噴水
大阪府 大阪市 楠根川跡緑陰歩道
大阪府 八尾市 玉串川桜並木
奈良県 大和郡山市 紺屋町憩いの川
和歌山県 田辺市 川湯野営場
鳥取県 日野町 板井原川
岡山県 高梁市 白谷川公園
山口県 長門市 音信川河川公園
福岡県 北九州市 金山川水辺の里
大分県 中津市 津民川河川プール

宮崎県 都城市 観音池公園
鹿児島県 曽於市 向江公園
沖縄県 那覇市 開南せせらぎ通り

歴史をいかした街並み
都道府県 市区町村 件名
北海道 小樽市 ロマネスク・イルミネーション小樽
青森県 弘前市 仲町伝統的建造物群保存地区
岩手県 盛岡市 北山寺院群地区
宮城県 七ヶ宿町 奥州山中七ヶ宿
宮城県 加美町 並柳ＨＯＰＥ住宅の家並とかいわい
山形県 酒田市 松山城周辺景観整備
茨城県 水戸市 歴史ロード
栃木県 足利市 足利学校・ばんな寺参道の
  まちなみ修景 ★ H17大賞
群馬県 渋川市 白井宿の町並み
埼玉県 さいたま市 鐘塚公園
東京都 府中市 府中市郷土の森 ★ H17大賞
神奈川県 横浜市 ライトアップ・ヨコハマ ★ H17大賞
富山県 南砺市 相倉合掌集落
長野県 塩尻市 奈良井宿の家並み ★ H17大賞
静岡県 静岡市 巽櫓と家康公の散歩道
静岡県 松崎町 なまこ壁の通り
愛知県 豊田市 塩の道・三州足助の町並み★H17大賞
三重県 亀山市 東海道関宿の町並み ★ H17大賞
滋賀県 長浜市 ながはま御坊表参道 ★ H17大賞
兵庫県 尼崎市 寺町地域散策道
島根県 松江市 松江塩見縄手
島根県 大田市 石見銀山御料・大森の町並み★H18大賞
岡山県 津山市 商家の町並
広島県 東広島市 酒蔵のあるまち並み ★ H23大賞
山口県 柳井市 白壁の町並み ★ H18大賞
徳島県 三好市 池田町西町本部町内会
香川県 さぬき市 源内通り（町道寺町越窓線）
愛媛県 内子町 木蝋と白壁の町並み ★ H18大賞
福岡県 朝倉市 秋月の街並
大分県 竹田市 殿町武家屋敷通り ★ H17大賞

平成２年度

街灯のある街角
都道府県 市区町村 件名
岩手県 盛岡市 赤レンガ建物のライトアップとガス灯
宮城県 仙台市 ガス燈のある街　五番街
茨城県 牛久市 シャトー通り
茨城県 つくば市 交差点ゲートサイン
栃木県 宇都宮市 まちかど広場
埼玉県 川口市 本町通り
埼玉県 草加市 草加六丁目橋
千葉県 市川市 市川市文化会館アプローチ歩道
東京都 北区 音無親水公園
東京都 江戸川区 太陽エネルギー灯
神奈川県 横浜市 新横浜駅前プロムナード整備事業
神奈川県 秦野市 泰野駅前歩行者専用道
新潟県 新潟市 八千代橋
富山県 朝日町 紅灯よみがえる神田町
富山県 南砺市 合掌のこもれ灯
石川県 加賀市 万松園通線
福井県 越前町 ハナミズキ通り
長野県 塩尻市 贄川関所散策小道
静岡県 浜松市 サンクンガーデンとギャラリーモール
静岡県 河津町 踊子歩道
滋賀県 守山市 ほたるをモチーフにした街路灯通り
京都府 京都市 五条坂街灯のある清水焼の街
鳥取県 日南町 生山街路灯
岡山県 倉敷市 倉敷中央通り街灯
広島県 呉市 五月橋
山口県 周南市 緑と文化のプロムナード
香川県 宇多津町 宇多津駅公園線
愛媛県 今治市 ヤナギの並木みち
佐賀県 佐賀市 松原川ロマンティックエリア
鹿児島県 鹿児島市 ガス燈のともる歴史と文化の道
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生活を支える自然の水
都道府県 市区町村 件名
北海道 釧路市 しゃも寅の井戸
北海道 京極町 ふきだし公園 ★ H17大賞
青森県 田子町 熊原川（みろくの滝）
秋田県 湯沢市 力水
秋田県 美郷町 御台所清水
福島県 福島市 耳取川親水公園
栃木県 鹿沼市 せせらぎ水路
群馬県 みなかみ町 旧三国街道須川宿堰 ★ H19大賞
東京都 足立区 防災路地緑化 ★ H17大賞
東京都 日野市 黒川清流公園 ★ H18大賞
石川県 中能登町 イワシガ池
山梨県 甲斐市 竜王町信玄堤公園
山梨県 北杜市 三分一湧水
岐阜県 下呂市 天王水
静岡県 富士宮市 芝川水源
愛知県 岩倉市 五条川親水護岸等
三重県 四日市市 智積養水
滋賀県 高島市 大溝祭曳山道整備事業
島根県 出雲市 高瀬川
広島県 安芸高田市 いなだ橋遊魚園
山口県 下関市 深坂自然の森
徳島県 徳島市 新町川水際公園整備事業
徳島県 徳島市 名水阿波錦竜水
愛媛県 久万高原町 みみど公園
高知県 四万十市 渡川（四万十川）
福岡県 北九州市 黒ヶ畑池
長崎県 島原市 鯉の泳ぐまち
熊本県 合志市 東谷川ホタルブロックと寛永堀橋
大分県 竹田市 芹川河川プール
沖縄県 糸満市 嘉手志川

花と緑の手づくりふるさと
都道府県 市区町村 件名
北海道 旭川市 ジャーマンアイリス広場
北海道 滝川市 空知川緑地コスモス広場
青森県 十和田市 官庁街通り
岩手県 盛岡市 木伏緑地と新築地花壇
秋田県 秋田市 山王大通り
秋田県 由利本荘市 憩いの町南御門町
福島県 二本松市 町道桶沢・石橋線他
茨城県 取手市 小貝川フラワーベルト事業
栃木県 足利市 渡良瀬河川公園中橋緑地
群馬県 高崎市 城址親水公園
埼玉県 久喜市 清久ふれあい四季の径
千葉県 香取市 十間川親水緑道
東京都 北区 荒川赤羽緑地・お花畑
東京都 江戸川区 葛西親水四季の道 ★ H27大賞
新潟県 新潟市 信濃川リバーサイド緑地
富山県 南砺市 国道304号フラワーライン
石川県 金沢市 浅野川水と緑のふれあい広場
静岡県 松崎町 花のジョギングコース
静岡県 浜松市 フラワーロマンロード中部

景緑水道水下共公連関域流町阪舞  市松浜 県岡静
観モデル事業

兵庫県 神戸市 アジサイの道
岡山県 岡山市 旭川緑地
岡山県 倉敷市 倉敷西小学校生け垣
山口県 周南市 花と緑のまちづくり
愛媛県 大洲市 冨士山公園
高知県 高知市 春野町アジサイ街道 ★ H18大賞
福岡県 北九州市 夜宮公園の花菖蒲
福岡県 久留米市 筑後川くるめつつじ園
佐賀県 東与賀町 シチメンソウ・干潟の散歩道
宮崎県 宮崎市 天ヶ城運動公園のさくら広場

ふるさとの坂道
都道府県 市区町村 件名
北海道 札幌市 宮の森モール－彫刻の道
岩手県 花巻市 早坂
秋田県 能代市 きみまち坂
秋田県 羽後町 七曲峠
山形県 遊佐町 上蕨岡地区（通称Ｗ坂）

福島県 二本松市 市道　竹田～亀谷坂線
神奈川県 横浜市 水の坂道
富山県 小矢部市 源平古戦場の坂道
石川県 金沢市 石伐坂
山梨県 身延町 句碑の里づくり
長野県 大町市 塩の道
長野県 野沢温泉村 大湯坂
岐阜県 飛騨市 藤波八丁坂景観整備
岐阜県 高山市 ふる里ふれ愛の径
静岡県 静岡市 県立美術館への道
静岡県 富士市 今泉八丁目
静岡県 河津町 湯坂
愛知県 常滑市 やきもの散歩道内土管坂 ★ H19大賞
愛知県 新城市 県道鳳来寺山公園線
大阪府 堺市 初霜坂
大阪府 岸和田市 阿間河滝町の坂道
島根県 津和野町 殉教の道乙女峠
岡山県 岡山市 吉備の中山遊歩道
広島県 尾道市 歴史のただよう坂道
高知県 檮原町 維新トンネル
福岡県 北九州市 彩藹坂
佐賀県 有田町 陶祖坂
熊本県 美里町 日本一石段
大分県 杵築市 勘定場の坂
宮崎県 都城市 観音池通線

平成３年度

施設部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 札幌市 豊平リンゴ並木
北海道 白老町 町道中央通り
宮城県 柴田町 柴田町樅の木広場
福島県 喜多方市 蔵と曲がり家の里
茨城県 日立市 日立新都市広場
群馬県 高崎市 群馬音楽センター前庭
埼玉県 鳩ヶ谷市 御成坂公園
千葉県 御宿町 御宿町「月の沙漠通り」
東京都 世田谷区 次大夫堀公園
東京都 足立区 虹の広場
神奈川県 横浜市 泥亀公園及び金沢区庁舎外構整備事業
新潟県 長岡市 長生橋東詰広場
富山県 高岡市 八丁道
富山県 南砺市 利賀そばの郷
石川県 加賀市 こおろぎ橋
岐阜県 中津川市 福岡ローマン渓谷遊歩道
静岡県 静岡市 常磐公園
静岡県 浜松市 篠原川親水護岸
三重県 松阪市 御城番通り線
滋賀県 守山市 たちばな川周辺整備
京都府 舞鶴市 三安橋（メロディ橋）
兵庫県 神戸市 六甲アイランドリバーモール（水路広場）
広島県 福山市 平家谷・花しょうぶ園
山口県 山陽小野田市 有帆ホタル川公園
徳島県 阿波市 国際花と緑の博覧会出展メモリアルパーク
愛媛県 西条市 西条市公共下水道雨水観音水幹線 
 ★ H19大賞
大分県 杵築市 悠久の時を超え、仏の里の橋めぐり
宮崎県 美郷町 日韓交流のシンボル百済の館
鹿児島県 菱刈町 菱刈町・湯之尾滝ガラッパ公園
沖縄県 浦添市 市道３号線

素材部門
都道府県 市区町村 件名
青森県 黒石市 津軽こけし館
岩手県 遠野市 大工町通り
宮城県 登米市 玄昌石の館
秋田県 秋田市 新都市大通線
福島県 三春町 八島坂
茨城県 高萩市 高萩市立松岡幼稚園
茨城県 笠間市 笠間駅前広場
栃木県 宇都宮市 釜川水辺環境整備事業「ロマンチックドーム」
群馬県 桐生市 水沼運動公園

埼玉県 川口市 東川口駅南口駅前広場
新潟県 長岡市 妙見堰広場
石川県 金沢市 玉川公園
長野県 下諏訪町 ジョギングロード
静岡県 伊豆市 アイデアゴミ収集場
愛知県 瀬戸市 今村橋
三重県 桑名市 七里の渡跡
三重県 伊賀市 伊賀上野橋
滋賀県 近江八幡市 近江商人通り
兵庫県 姫路市 姫路文学館
兵庫県 南あわじ市 歴史資料橋「御原橋」
島根県 大田市 仁摩サンドミュージアム
岡山県 岡山市 桃太郎広場（水辺のももくん）
徳島県 徳島市 徳島市立福島小学校周辺修景工事
愛媛県 砥部町 磁器片によるモザイク壁画
福岡県 北九州市 公共サイン（案内標識）
佐賀県 有田町 唐臼のある水辺
熊本県 荒尾市 岩本橋と河川公園
熊本県 小国町 ゆうステーションと周辺整備
沖縄県 石垣市 於茂登トンネル杭門（玉乗り獅子）
沖縄県 竹富町 白い道路と町並み

平成４年度

くらしに根づく施設
都道府県 市区町村 件名
北海道 栗山町 レンガ通り歩道
岩手県 久慈市 山根六郷「桂の広場」
山形県 金山町 水と親しむふれあい小路
福島県 いわき市 太古へのタイムスリップ、海竜橋
茨城県 水戸市 甦がえる備前堀
埼玉県 草加市 札場河岸公園
東京都 足立区 クレヨンプロムナーデ
東京都 葛飾区 堀切四季のみち
神奈川県 横浜市 市ヶ尾彫刻のプロムナード整備事業
富山県 黒部市 宇奈月不動の滝公園
石川県 輪島市 千枚田ポケットパーク ★ H26大賞
山梨県 中央市 郷土の歴史を伝える公園
岐阜県 郡上市 吉田川鮎はね床止
静岡県 岡部町 玉露の里
愛知県 名古屋市 荒子川
三重県 熊野市 水とみどりのある砂防事業
滋賀県 近江八幡市 湧水の里
大阪府 大阪市 水と緑のふれあいスペース
鳥取県 智頭町 杉の木村公園
島根県 奥出雲町 神話と鉄学の道「可部屋大橋」
島根県 雲南市 せせらぎ工
広島県 尾道市 せとだビエンナーレ ★ H19大賞
山口県 周南市 石光川親水公園
愛媛県 松山市 杖の淵公園
愛媛県 内子町 豊秋橋
熊本県 山鹿市 鍋田水遊び公園
宮崎県 延岡市 楽しさを演出するふれあい道路
宮崎県 南郷町 たいとり河川プール
鹿児島県 川辺町 岩屋公園平安橋
沖縄県 宜野湾市 ふんしんせせらぎ通り

ふるさとの色と光
都道府県 市区町村 件名
北海道 江別市 野幌グリーンモール噴水
青森県 弘前市 城西大橋
青森県 むつ市 來さまい橋通り
宮城県 涌谷町 湧谷町城山公園と桜
秋田県 潟上市 天王スカイタワー
福島県 須賀川市 釈迦堂川いこいの河畔
栃木県 宇都宮市 都市計画道路「駅東・宿郷通り」
埼玉県 八潮市 八潮市中央公園野外ステージオブジェ広場
東京都 足立区 八か村落し親水緑道
神奈川県 大和市 泉の森緑のかけ橋
新潟県 新潟市 郷愁とぬくもりのともしび
富山県 富山市 禅寺橋
石川県 白山市 公共ゲートサイン柱
長野県 須坂市 市道桜木町線

静岡県 掛川市 秋葉路
三重県 桑名市 藤が丘デザイン公園
京都府 宇治市 歴史と緑の散策道
大阪府 吹田市 光と色によるしたしみの空間
兵庫県 姫路市 今宿２号線
鳥取県 三朝町 恋谷橋
鳥取県 江府町 スイングベルの塔
岡山県 美作市 作東バレンタインプラザ
山口県 岩国市 吉香公園の大放射噴水
山口県 山口市 光のタワー

る香の化文と史歴「場広前駅亀丸  市亀丸 県川香
ふれあい広場」

福岡県 北九州市 室町大橋（火の橋）
佐賀県 唐津市 城内橋
大分県 佐伯市 ミュージアムパーク鶴御崎・展望ブリッジ
鹿児島県 奄美市 花とあいさつの咲くロード
沖縄県 那覇市 久茂地川親水遊歩道

平成５年度

自然とふれあう水辺づくり
都道府県 市区町村 件名
北海道 札幌市 安春川
北海道 沼田町 ほたるの里 ★ H18大賞
青森県 大鰐町 平川親水公園
岩手県 北上市 水と緑の和賀川ふれあい広場
山形県 米沢市 歴史堤公園
福島県 二本松市 てっせんさぼう公園
茨城県 土浦市 霞ヶ浦総合公園水辺地区整備事業
埼玉県 さいたま市 六辻水辺公園
東京都 調布市 調布市深大寺水車館
神奈川県 横浜市 長浜公園・野鳥観察園
神奈川県 大和市 上草柳多目的利用調整池
石川県 白山市 安産川せせらぎふれあい空間整備事業
岐阜県 岐阜市 清水川コミュニティ水路
静岡県 伊東市 奥野ダム（松川湖畔）公園施設
三重県 松阪市 リバーサイド茶倉
滋賀県 大津市 ふるさと吟遊芭蕉の里
滋賀県 近江八幡市 往古の湧水池
滋賀県 野洲市 祗王井川
京都府 亀岡市 古世親水公園
兵庫県 篠山市 かじかの里（わんぱく広場）
鳥取県 倉吉市 せせらぎ親水広場
山口県 下関市 しめだ川親水護岸
徳島県 吉野川市 江川・鴨島公園
香川県 まんのう町 土器川親水護岸
愛媛県 西予市 城川町宝泉坊ふれあいの水辺
高知県 四万十市 黒尊川
福岡県 北九州市 グリーンパーク（響灘緑地）
福岡県 粕屋町 駕与丁公園
熊本県 菊池市 鴨川河川公園
宮崎県 綾町 名水庭園

出会いを演出する街角
都道府県 市区町村 件名
北海道 清水町 ハーモニー広場
岩手県 釜石市 青葉通り緑地
宮城県 仙台市 杜と水のみち宮城野通
宮城県 美里町 小牛田町駅前大通
秋田県 由利本荘市 矢島町「ふれあい公園」
山形県 鶴岡市 ピコット銀座
山形県 天童市 天童市の新しい顔づくり
茨城県 下妻市 下妻市営大宝住宅
茨城県 常総市 せせらぎ公園
栃木県 鹿沼市 屋台公園
群馬県 高崎市 姉妹都市公園
群馬県 草津町 鷲乃湯跡地ポケットパーク
埼玉県 川口市 樹モール（グリーンプラザ）
千葉県 市川市 i i ロード市川
東京都 世田谷区 ゆずり橋
東京都 葛飾区 亀有さくら通り
神奈川県 厚木市 厚木中町地下道線
静岡県 静岡市 青葉シンボルロード

愛知県 名古屋市 広小路通
三重県 四日市市 ふれあいモール
三重県 伊勢市 これわ伊勢モール
滋賀県 高島市 高島駅前ガリバーメルヘン広場
大阪府 枚方市 出合いのプロムナード香里こもれ
び水路
岡山県 総社市 カミガツジプラザ（神が辻）
広島県 庄原市 リストア・ステーション
山口県 宇部市 シンボルロード駅通線
徳島県 徳島市 徳島市新町小学校周辺修景事業
福岡県 北九州市 中の橋（太陽の橋）
鹿児島県 鹿児島市 みなと大通り公園
沖縄県 浦添市 大平バス停パーク

ふるさとの風景にとけこむ道
都道府県 市区町村 件名
北海道 函館市 都市計画道路８・６・２港が丘通
北海道 旭川市 フラワーロード
山形県 新庄市 もみの木のみち
山形県 河北町 都市計画道路　北口所岡線
福島県 須賀川市 翠ヶ丘公園　万葉の径
茨城県 筑西市 大橋
栃木県 那珂川町 すずかけ清新ロード
群馬県 前橋市 前橋駅南口土地区画整理事業
千葉県 いすみ市 日の出橋
東京都 北区 赤羽台トンネル地上部
東京都 足立区 竹の塚彫刻の道
東京都 葛飾区 水元さくら堤
新潟県 長岡市 都市計画道路　金町金沢線
富山県 射水市 おおしまリンクロード
福井県 越前市 和紙の里通り
静岡県 島田市 旧東海道金谷坂石畳
滋賀県 守山市 楓三道
大阪府 羽曳野市 歴史文化のみち東高野
兵庫県 芦屋市 芦屋市道186号線コミュニティ道路
鳥取県 倉吉市 緑の彫刻プロムナード
島根県 雲南市 ゆけむり大橋
広島県 東広島市 ブールバール
徳島県 小松島市 中田駅新港線　自転車歩行者専用道
徳島県 美馬市 南橋
高知県 高知市 桂浜花海道
佐賀県 鳥栖市 東橋
佐賀県 有田町 ロマンティック・ポーセリン街道
大分県 由布市 水辺をたどる径づくり
鹿児島県 さつま町 竹取り通り
沖縄県 北谷町 美浜橋

平成６年度

人々が集い憩う水辺づくり
都道府県 市区町村 件名
宮城県 白石市 水と石との語らいの公園
宮城県 富谷町 しんまち公園
福島県 福島市 荒川桜づつみ河川公園
埼玉県 戸田市 ささ舟の路
埼玉県 八潮市 八条親水公園
東京都 世田谷区 呑川親水公園
東京都 北区 北区立浮間つり堀公園
東京都 荒川区 あらかわ遊園スーパー堤防（水上ステージ）
東京都 葛飾区 こあゆの小路
神奈川県 大和市 ふれあい広場
富山県 射水市 東橋
石川県 加賀市 大聖寺ふれあい広場「古九谷の杜」
福井県 池田町 稲荷河川公園（一級河川足羽川）
岐阜県 郡上市 いがわこみち
滋賀県 大津市 堅田・宮ノ切
京都府 福知山市 福知山城公園親水広場
京都府 城陽市 緑と水辺のやすらぎ回廊
鳥取県 八頭町 姫路公園（私都川）
広島県 広島市 西部河岸緑地（吉島橋下流260ｍ左岸）
山口県 周南市 湯野・夜市川水辺環境整備
徳島県 徳島市 助任川河岸緑地整備事業
徳島県 藍住町 東中富親水公園

香川県 まんのう町 ほたる見公園
愛媛県 大洲市 小浦リバーサイドスポーツパーク
高知県 越知町 越知町宮の前公園
長崎県 雲仙市 千々石川河川公園
長崎県 雲仙市 金浜眼鏡橋
宮崎県 高原町 皇子原公園
鹿児島県 奄美市 赤木並木とせせらぎ通り
沖縄県 那覇市 壺川東公園

ふるさとの文化を育む街角の広場
都道府県 市区町村 件名
岩手県 花巻市 吹張町ポケットパーク
岩手県 紫波町 日詰ふれあい広場
秋田県 秋田市 秋田駅前広場
福島県 郡山市 フロンティア通り
福島県 南会津町 会津田島ふれあい広場
茨城県 水戸市 松風軒
栃木県 栃木市 蔵の街広場
群馬県 高崎市 高崎駅西口駅前広場
埼玉県 川口市 ゴリラ公園
埼玉県 蕨市 塚越コミュニティ道路
東京都 足立区 千住宿歴史プチテラス
山梨県 富士河口湖町 太陽と虹の花壇
滋賀県 高島市 マキノ駅前アミューズメントプラザ
滋賀県 高島市 街角ふれあい交流広場修景事業
京都府 木津町 木津町ふれあい広場
兵庫県 神戸市 出合いが始まる円形広場（井吹台中公園）
鳥取県 米子市 多目的広場（水鳥広場）
島根県 出雲市 市民コミュニティー広場
岡山県 総社市 文化筋公園
山口県 山口市 山大通りと街かど広場
山口県 柳井市 古市金屋線まちかど広場
徳島県 鳴門市 クーパトッケポの線沖小西永吉路道画計市都 
徳島県 小松島市 小松島ステーションパーク
香川県 丸亀市 みなと公園
佐賀県 唐津市 時の太鼓周辺整備
佐賀県 有田町 アートギャラリー「陶磁の里」
佐賀県 大町町 駅前ふれあい広場
長崎県 長崎市 湊公園
宮崎県 日南市 ふれあい通りふるさと公園
沖縄県 宜野湾市 真志喜ポケットパーク

ふるさとを紹介する道
都道府県 市区町村 件名
北海道 釧路市 米町ふるさとふれあいの街並み
青森県 深浦町 猿神鼻岩洞門
岩手県 盛岡市 材木町コミュニティ道路 ★ H19大賞
宮城県 石巻市 浜辺のホエールロード
山形県 酒田市 山居橋
福島県 会津若松市 北出丸大通り
福島県 喜多方市 都市計画道路一本木上・花園線
栃木県 佐野市 原人ロード
群馬県 沼田市 吹割渓谷遊歩道
千葉県 香取市 樋橋
千葉県 酒々井町 町道01-001号線
新潟県 新発田市 無限の大地
富山県 富山市 歴史的町並み諏訪町本通り
富山県 高岡市 せせらぎ公園と岸渡川五橋（高欄）
長野県 東御市 旧北国街道海野宿
岐阜県 岐阜市 ときわ歩道トンネル「ドリーム」
三重県 伊勢市 おはらい町通り「石畳の道」
大阪府 岸和田市 歴史のみち　紀州街道
兵庫県 尼崎市 近松の里（道路修景整備）
奈良県 橿原市 今井の町並みとみち
奈良県 明日香村 岡寺参道
島根県 出雲市 斐川ふるさと通り
岡山県 岡山市 臨港鉄道跡地整備
広島県 呉市 青山通り
山口県 美称市 カルストロード八重広谷線
徳島県 美馬市 旧穴吹橋モニュメント
香川県 高松市 観月橋
高知県 本山町 本山大橋
福岡県 北九州市 紫川大橋（海の橋）
宮崎県 延岡市 ふれあい遊歩道とうさぎ橋
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島根県 雲南市 清流と親しむやさしい水辺
岡山県 岡山市 池の内大池湖畔公園
岡山県 倉敷市 アンデルセン広場
岡山県 津山市 ごんご通り
広島県 呉市 狩留賀海浜公園
徳島県 徳島市 しんまちボードウォーク
愛媛県 大洲市 ふるさと公園
福岡県 北九州市 洲浜ひろば
長崎県 長崎市 長崎歴史探訪路
熊本県 玉名市 秋丸目鏡橋
大分県 豊後高田市 湯前公園
沖縄県 北谷町 北谷町営栄口住宅

平成11年度

都道府県 市区町村 件名
北海道 上川町 上川・層雲峡圏プラン65再整備計画
岩手県 雫石町 雫石銀河ステーション・ポランの広場
宮城県 仙台市 仙台市彫刻のあるまちづくり
秋田県 にかほ市 道の駅「象潟」ねむの丘
山形県 鶴岡市 ふるさとの水辺…内川
東京都 葛飾区 身近な水辺再生事業「四つ木めだかの小道」
東京都 江戸川区 宿川親水緑道
神奈川県 横浜市 江川せせらぎ
新潟県 村上市 まいづる公園
長野県 長野市 善光寺表参道大門町
岐阜県 岐阜市 玉宮通りまちづくり
愛知県 名古屋市 相生山緑地「オアシスの森」
滋賀県 守山市 自然にふれあう散歩道
滋賀県 野洲市 中山道・外和木の標
滋賀県 高月町 冷水寺胎内仏資料館
滋賀県 高島市 城下町活性化施設「びれっじ」
京都府 南丹市 スプリングスひよし
大阪府 羽曳野市 であいのみち
奈良県 広陵町 竹取公園
鳥取県 米子市 弓ヶ浜公園　みんなの遊具広場
岡山県 岡山市 オランダ東通り
岡山県 笠岡市 小田県庁門せせらぎの道
広島県 広島市 天神川プロムナード
山口県 防府市 防府市地域交流センター「アスピラート」
香川県 高松市 太田第２シンボル地区レインボーロード
愛媛県 松野町 虹の森公園
高知県 四万十町 道の駅「四万十大正」
福岡県 北九州市 畑貯水池周回自転車歩行者道路
長崎県 東彼杵町 河川公園　やすらぎの里
熊本県 山都町 ふれあい公園杜のいづみ
熊本県 天草市 倉岳町えびすビーチ
沖縄県 宮古島市 伊良部町カントリーパーク

平成12年度

都道府県 市区町村 件名
北海道 滝川市 たきかわスカイパーク ★ H27大賞

トッネ道者行歩車転自区地西北仙  市岡盛 県手岩
ワーク　みちくさ通り　外５路線

秋田県 湯沢市 道の駅おがち「小町の郷」
福島県 郡山市 せせらぎこみち
福島県 南会津町 前沢曲家集落
群馬県 高崎市 ハープの泉

ぎな口西、ドーロジンレオ駅山館  市山館 県葉千
さ広場、夕映え通り

東京都 大田区 蒲田駅東口（区役所前本通り）
東京都 足立区 
 葛飾区 

古隅田川緑道

ーュミドルーィフの史歴と緑と水  区飾葛 都京東
ジアム「曳舟川親水公園」 

神奈川県 川崎市 加瀬ふれあいの広場（緊急避難場所）
新潟県 十日町市 神明水辺公園
富山県 南砺市 桜並木の城端神明通り
石川県 加賀市 北前船の里づくり「橋立町」
福井県 若狭町 若狭鯖街道 熊川宿 ★ H23大賞
長野県 飯田市 りんご並木 ★ H20大賞

愛知県 名古屋市 ランの館
滋賀県 近江八幡市 安らぎのある農の里 耕遊庵
兵庫県 神戸市 野田北部の小径
兵庫県 朝来市 あさご芸術の森
島根県 奥出雲町 斐伊川わくわくプール
島根県 出雲市 海辺の交流舞台「キララ多伎」
島根県 吉賀町 安蔵寺山麓ゴギの郷
岡山県 矢掛町 ふれあいこみち
山口県 美称市 ビオトープのある川
徳島県 鳴門市 撫養川ふるさとプロムナード
福岡県 宮若市 犬鳴川河川公園
長崎県 島原市 中央公園
大分県 大分市 七瀬川自然公園
鹿児島県 三島村 俊寛堂公園

平成13年度

地域整備部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 北竜町 ひまわりの里
北海道 苫前町 夕陽ヶ丘ウインドファーム・風来望
宮城県 登米市 大萱沢渓流公園
福島県 郡山市 南川渓谷
埼玉県 富士見市 難波田城公園
東京都 港区 新芝運河沿緑地
東京都 葛飾区 葛飾あらかわ水辺公園
富山県 立山町 前沢中央公園
長野県 松本市 縄手通り
愛知県 犬山市 犬山城下町地区 ★ H22大賞
  （どんでん舘、大本町通り）
滋賀県 近江八幡市 清流と石工の里づくり
京都府 舞鶴市 市道追手紺屋町線
京都府 向日市 竹の経 ★ H27大賞
大阪府 枚方市 枚方宿鍵屋資料館
島根県 松江市 ウォーキング・トレイル「はにわロード」
岡山県 倉敷市 川辺ふるさとビオトープ
香川県 東かがわ市 とらまる公園
愛媛県 西予市 茅葺き民家交流館（土居家）
長崎県 島原市 青い理髪舘
沖縄県 宮古島市 うえのドイツ文化村（村営住宅）

地域活動部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 北見市 香りゃんせ公園
岩手県 一関市 吸川・自然豊かなせせらぎを再び
福島県 玉川村 玉川村花いっぱい運動
神奈川県 横浜市 ホタルの里水辺愛護会
神奈川県 川崎市 飛森谷戸の自然を守る会 ★ H26大賞
新潟県 長岡市 表町の雁木づくり ★ H20大賞
兵庫県 尼崎市 築地地区復興委員会
広島県 尾道市 瀬戸内しまなみ大学
大分県 佐伯市 マリンシアター in まるいちび

平成14年度

地域整備部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 置戸町 置戸町街並み整備事業
青森県 むつ市 大畑川多自然型川づくり
神奈川県 横浜市 日本大通
神奈川県 平塚市 まといさんぽみち
富山県 富山市 今町地区急傾斜地
愛知県 豊田市 若宮・西町緑陰歩道
滋賀県 大津市 柳が崎湖畔公園（びわ湖大津館）
兵庫県 多可町 JR鍛冶屋線中村町駅跡「あかね坂公園」
山口県 萩市 市役所前中央分離帯整備
山口県 萩市 見島ゆりや湖
徳島県 吉野川市 水辺の楽校（山川バンブーパーク）
香川県 善通寺市 善通寺地区まちづくり総合支援事業
愛媛県 西予市 野村町農業公園・ほわいとファーム
高知県 檮原町 神幸橋
福岡県 北九州市 金山川

地域活動部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 蘭越町 三和地区緑を守る会
宮城県 白石市 蔵王のブナと水を守る会
秋田県 由利本荘市 癒しの川づくり

漫浪正大『たしか活を源資のり通  市松若津会 県島福
調』のまちづくり ★R1大賞

茨城県 下妻市 花と１万人の会「ちょっと素敵な村づくり」
 ★ H21大賞 
山梨県 北杜市 オオムラサキの里づくり ★ H26大賞
長野県 下條村 下條ふるさとうまい会
岐阜県 七宗町 住民参画による道路計画案づくり
静岡県 浜松市 佐鳴湖里山保全・復元活動
滋賀県 近江八幡市 四季の花咲く大樹の里
香川県 さぬき市 鴨部川アジサイ夢ロードづくり

平成15年度

地域整備部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 由仁町 ゆにガーデン
北海道 洞爺湖町 有珠山西山火口散策路
宮城県 富谷町 富谷町役場（新庁舎）
山形県 尾花沢市 銀山温泉湯のまちづくり
栃木県 栃木市 とちぎ蔵の街美術館
神奈川県 横浜市 梅田川・杉沢堰周辺の水辺環境整備
神奈川県 川崎市 江川せせらぎ遊歩道
石川県 輪島市 道の駅・輪島
兵庫県 朝来市 生野まちづくり工房井筒屋
広島県 三原市 すなみ海浜公園
香川県 高松市 内場川水と緑豊かな渓流砂防事業
香川県 観音寺市 豊浜港一の宮地区海岸環境整備事業
高知県 香南市 ヤ・シィパーク

地域活動部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 余市町 リタロードを守る会
北海道 むかわ町 ネイチャー研究会 in むかわ
山形県 山形市 
東京都 港区 東京ベイ・クリーンアップ大作戦
神奈川県 秦野市 丹沢山麓の伝統的景観保全・復元活動
岐阜県 多治見市 地域連携による「笠原の森」づくり
愛知県 豊田市 地域が育てるバス -ふれあいバス運営活動 -
滋賀県 高島市 美しいマキノ・桜森の会
愛媛県 今治市 瀬戸内しまなみ海道スリーデーマーチ

おにび遊「りくづいわ賑辺周川紫  市州九北 県岡福
いでよ紫川！」

平成16年度

地域整備部門
都道府県 市区町村 件名
岩手県 奥州市 「蔵のある街づくり」中町地区

景の区地街店商り通浜京口東羽赤  区北 都京東
観づくりにともなう道路整備

静岡県 熱海市 熱海市海岸環境整備事業
広島県 広島市 横川駅前広場
広島県 東広島市 水と緑が出迎える街東広島駅前地区
大分県 豊後高田市 豊後高田昭和の町並み ★ H23大賞

地域活動部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 小樽市 小樽雪あかりの道 ★ H30大賞

子、たしか生を然自のクツーホオ  市見北 道海北
供達の自然体験活動

北海道 黒松内町 黒松内ぶなの森自然学校
づ域地で」道街越里十六「道の古  市岡鶴 県形山

 西川町 くり
茨城県 日立市 助川山市民の森ドングリの森づくり
   ★ H28大賞
東京都 港区・品川区 運河を美しくする会
滋賀県 東近江市 「遊林会」から広がる里山の新たな役割

平成７年度

コミュニティー部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 滝川市 ふれあいの郷公園
青森県 つがる市 かっぱ広場
岩手県 洋野町 種市駅前広場
宮城県 南三陸町 ふれあい公園
秋田県 由利本荘市 都市計画道路７・７・２笹道線
山形県 山形市 市道七日町片町線コミュニティ道路
山形県 新庄市 新庄駅前ふれあい広場（愛称アビエス）
栃木県 栃木市 万町ポケットパーク
埼玉県 八潮市 
東京都 足立区 

平成泉橋

東京都 文京区 音羽パークロード600
ちたいと橋ちたい小・橋ちたい大  市浜横 県川奈神

川プロムナード
石川県 加賀市 菊の湯ラウンジ
長野県 駒ヶ根市 赤穂南小学校通学道路
岐阜県 飛騨市 山田川河畔整備（通称三橋桜通り）
静岡県 静岡市 清水山公園
愛知県 名古屋市 水道公園「水の丘」
三重県 紀北町 孫太郎オートキャンプ場
滋賀県 甲賀市 新水口宿（石橋地区）整備
京都府 南丹市 由良川水辺環境整備事業
鳥取県 境港市 屋外彫刻ロード
広島県 三原市 宮浦公園
山口県 宇部市 真締大橋
徳島県 上勝町 正木ダム周辺環境整備事業
香川県 三豊市 財田川水辺公園・河川敷公園
愛媛県 西条市 西条運動公園
福岡県 北九州市 前田花尾町１号線（平野川）
福岡県 久留米市 ベルモール
長崎県 長崎市 唐八景公園
宮崎県 延岡市 亀井通線ポケットスペース
鹿児島県 鹿児島市 中央公園

自然部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 真狩村 真狩川河川公園整備事業
青森県 鰺ヶ沢町 中村川ふれあい公園
秋田県 由利本荘市 鳥海町法体園地
福島県 本宮町 沢田緑道
茨城県 下妻市 小貝川ふれあい公園
群馬県 館林市 館林市彫刻の小径
埼玉県 川口市 川口自然公園
埼玉県 志木市 いろは親水公園（こもれびのこみち）
東京都 世田谷区 谷戸川浄化施設
東京都 江戸川区 篠田堀親水緑道 ★R2大賞
神奈川県 横浜市 本牧市民公園トンボ池
神奈川県 厚木市 厚木市荻野運動公園野草園
富山県 高岡市 中田いきものの里公園
富山県 入善町 水の小径
石川県 能登町 恋路ロマンチックパーク
山梨県 山梨市 万力公園
長野県 岡谷市 岡谷湖畔公園「いこいとやすらぎのゾーン」
静岡県 浜松市 万葉の森公園
滋賀県 彦根市 服部町ふれあい河川
滋賀県 近江八幡市 思いやりのある湧上の郷
京都府 舞鶴市 大波下白屋線
京都府 亀岡市 和らぎの道
大阪府 大阪狭山市 市道天野福田線（あまの街道）

ーォウ（業事ルデモ観景緑水道水下  町陵広 県良奈
タースクエアプラン）

鳥取県 日野町 カヌーの里
島根県 雲南市 かみくの桃源郷
佐賀県 唐津市 呼子港トラフィックアミューズメント
大分県 竹田市 日本一のマラソン練習コース
宮崎県 都城市 山之口あじさい公園
沖縄県 うるま市 野鳥の森自然公園

歴史・文化部門
都道府県 市区町村 件名
宮城県 多賀城市 野田の玉川せせらぎ水路

福島県 二本松市 智恵子の杜公園
栃木県 壬生町 舟町通り
埼玉県 春日部市 竪穴式住居広場（内牧公園）
埼玉県 富士見市 水子貝塚公園
千葉県 市川市 内匠堀プロムナード
東京都 新宿区 若宮公園
東京都 足立区 伊興遺跡公園
神奈川県 横浜市 姫小島と水門
新潟県 関川村 村道御野立・丸山公園線
福井県 越前市 剣豪の道
山梨県 市川三郷町 大門碑林公園
三重県 津市 上津部田城址公園
滋賀県 野洲市 生和の森修景整備事業
滋賀県 湖南市 石部駅前広場整備事業
滋賀県 高月町 芳洲国際通り
京都府 八幡市 やわた放生の景
京都府 福知山市 大江山シンボル整備事業
奈良県 大和郡山市 外堀緑地
和歌山県 新宮市 徐福公園
島根県 出雲市 岩樋公園
岡山県 新見市 夢すき公園
広島県 広島市 中央公園（史跡広島城跡二の丸周辺）
徳島県 徳島市 阿波史跡公園整備事業
愛媛県 砥部町 神の森大橋
佐賀県 小城市 史跡土生遺跡整備
佐賀県 唐津市 茶苑「海月」
佐賀県 有田町 古「有田への誘い」
鹿児島県 鹿児島市 南洲門前通り
沖縄県 嘉手納町 野國總管公園

平成８年度

都道府県 市区町村 件名
北海道 札幌市 手稲あけぼの公園
北海道 旭川市 井上靖通り
北海道 岩見沢市 利根別川千本桜並木道 ★ H19大賞
岩手県 盛岡市 盛岡市新庄浄水場「水と杜の広場」
岩手県 北上市 詩歌の森公園
岩手県 滝沢村 滝沢総合公園ロックガーデン
岩手県 一関市 町営住宅大明神団地
岩手県 住田町 葉山めがね橋水園
秋田県 大仙市 町営住宅さくら団地
山形県 酒田市 せせらぎ
山形県 金山町 街の中の小さな蔵
千葉県 南房総市 ローズマリー公園
東京都 文京区 播磨坂さくら並木
東京都 足立区 都市農業公園
東京都 足立区 関原の森
東京都 江戸川区 平井駅北口広場・地下駐輪場
神奈川県 横須賀市 久里浜緑地コスモス・ポピー広場
神奈川県 松田町 ミニSL山岳鉄道「お山のポッポ鉄道」
新潟県 魚沼市 三ッ又砂防公園
富山県 黒部市 高橋川
福井県 鯖江市 西山公園
山梨県 南アルプス市 湧暇李の里「八田村ふるさと文化伝承館」
岐阜県 海津市 羽根谷だんだん公園
愛知県 名古屋市 台町ふれあい公園
滋賀県 長浜市 北国街道の整備（絵になる道づくり）
滋賀県 近江八幡市 かわらミュージアム
滋賀県 野洲市 行合ふれあい広場修景整備事業
鳥取県 米子市 米子水鳥公園
島根県 津和野町 鯉溜り
徳島県 藍住町 正法寺川公園（みどり橋）
香川県 高松市 牟礼町石匠の里公園
福岡県 北九州市 山田緑地
福岡県 久留米市 酒蔵とせせらぎ公園
佐賀県 伊万里市 秘窯の里
熊本県 嘉島町 矢形川湧水天然プール
宮崎県 日向市 牧水公園
沖縄県 糸満市 西崎親水公園

平成９年度

都道府県 市区町村 件名
北海道 伊達市 まれふふれあい公園
岩手県 遠野市 遠野浄化センター
岩手県 宮古市 リバーパークにいさと
岩手県 洋野町 大野村産業デザインセンター ★ H19大賞
秋田県 八郎潟町 せせらぎのある公園
山形県 小国町 白い森オートキャンプ場
埼玉県 蕨市 中山道ふれあい広場
埼玉県 神川町 金鑚清流公園
東京都 品川区 大森貝塚遺跡庭園
東京都 世田谷区 ふれあいの水辺（北沢川緑道）
東京都 江戸川区 左近川親水緑道
神奈川県 横浜市 舞岡公園
神奈川県 横浜市 和泉川「東山の水辺」
富山県 朝日町 ハーバルバレーおがわ
富山県 南砺市 瞑想の郷
石川県 白山市 獅子吼山麓の苑
福井県 勝山市 桜づつみ整備事業
福井県 大野市 歴史の里
岐阜県 関市 津井谷ふるさと砂防公園
静岡県 静岡市 駿府城二之丸東御門
愛知県 設楽町 つぐ高原グリーンパーク
三重県 津市 マリーナ河芸
京都府 亀岡市 水鳥のみち
大阪府 柏原市 アクアロードかしわら
兵庫県 養父市 福定親水公園
鳥取県 境港市 水木しげるロード ★ H21大賞
鳥取県 日野町 黒坂カワコふれあい公園
島根県 奥出雲町 せせらぎの里　砂田川
岡山県 高梁市 風の舞台「石の風ぐるま」
広島県 三原市 やはた川自然公園
高知県 高知市 追手前公園地下駐輪場
高知県 四万十町 木の香る道づくり
福岡県 大川市 メロディロード
佐賀県 東与賀町 干潟ギャラリー
長崎県 長崎市 長崎公園
長崎県 波佐見町 やきもの公園
熊本県 八代市 砥崎の河原
熊本県 長洲町 甦った新塘水路
宮崎県 美郷町 西の正倉院
沖縄県 伊是名村 尚円王御庭公園

平成10年度

都道府県 市区町村 件名
北海道 札幌市 ポプラ通中央緑地
北海道 芦別市 旭ヶ丘公園
青森県 弘前市 プレアデス（昴）のまちづくり
岩手県 花巻市 南部杜氏の里

群馬県 伊勢崎市 子供のもり公園伊勢崎
埼玉県 飯能市 あけぼの子どもの森公園
埼玉県 深谷市 中宿歴史公園・道の駅おかべ
東京都 足立区 大門自然プチテラス
東京都 葛飾区 寅さんと矢切の渡しの「柴又公園」
東京都 江戸川区 平井駅通りふれあい道路
神奈川県 横浜市 入江川せせらぎ緑道
神奈川県 横浜市 いたち川・稲荷森の水辺
新潟県 新潟市 白山公園「燕喜館」
石川県 加賀市 大聖寺川ふるさとの川
福井県 大野市 元町会館（七間通り）
山梨県 身延町 身延駅前しょうにん通り
愛知県 田原市 旭町はなとき通り
三重県 四日市市 水と緑のせせらぎ広場
滋賀県 近江八幡市 上の湧水の里
京都府 亀岡市 祭にであう道づくり
大阪府 吹田市 水と緑のプロムナード
兵庫県 姫路市 手柄山中央公園
兵庫県 芦屋市 仲ノ池緑地
兵庫県 香美町 但馬高原植物園－瀞川平－
和歌山県 田辺市 ミューズパーク・たなべ
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街市心中るよに会んさみかお町表  市山岡 県山岡
地活性化の取り組み

山口県 下関市 「海峡花通り」下関花いっぱい計画
愛媛県 大洲市 やすらきの水辺づくり
福岡県 北九州市 市民参加の川づくり「撥川ルネッサンス計画」

平成17年度

地域整備部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 旭川市 旭川市旭山動物園
山形県 上山市 武家屋敷通り整備事業
東京都 江戸川区 一之江ひだまり公園
静岡県 三島市 三島市街中がせせらぎ事業

★H23大賞
愛知県 岡崎市 新しい公園づくりのカタチ「なのはな公園」
山口県 宇部市 中央町三丁目地区まちなか再生事業
山口県 萩市 萩博物館
大分県 日田市 親水施設　台霧の瀬

地域活動部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 ニセコ町 ニセコ花フェスタ綺羅街道
福島県 南会津町 花の御宿の里づくり

少希と理管の園公るよに案発民住  市立日 県城茨
淡水魚「イトヨ」の保護

千葉県 長生村 美しい水辺の回廊づくり
岐阜県 中津川市 住民総出の花づくり
愛知県 新城市 「やすらぎの心が通う四季のまち」づくり活動
大阪府 寝屋川市 １級河川寝屋川の再生と市民活動・まちづくり
山口県 山口市  地域通貨「フシノ」を活用した流域連携づくり

りくづちまな的力魅たしか活を川  市島徳 県島徳
を目指して ★ H25大賞

★R1大賞

徳島県 阿南市 阿南光のまちづくり事業
福岡県 福岡市 博多湾にみんなで夢の松原を！

★H27大賞
熊本県 西原村 道路清掃による村づくり

大賞部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 洞爺湖町 湖畔通り
北海道 京極町 ふきだし公園
青森県 黒石市 こみせ
秋田県 仙北市 武家屋敷
山形県 上山市 楢下宿
福島県 下郷町 大内宿
栃木県 栃木市 巴波川沿川家並
栃木県 足利市 足利学校・ばんな寺参道のまちなみ修景
群馬県 前橋市 広瀬川河畔緑地緑道
千葉県 香取市 小野川周辺の町並
東京都 足立区 防災路地緑化
東京都 江戸川区 小松川境川親水公園
東京都 府中市 府中市郷土の森
東京都 国分寺市 お鷹の道遊歩道
神奈川県 横浜市 ライトアップ・ヨコハマ
神奈川県 川崎市 二ヶ領用水（宿河原線）
神奈川県 秦野市 水無川緑地
長野県 塩尻市 奈良井宿の家並み
新潟県 上越市 高田の雁木
富山県 高岡市 銅器のまち金屋町通り
愛知県 豊田市 塩の道・三州足助の町並み
三重県 亀山市 東海道関宿の町並み
滋賀県 長浜市 ながはま御坊表参道
滋賀県 近江八幡市 八幡堀
滋賀県 東近江市 五個荘町金堂
滋賀県 高月町 雨森
兵庫県 神戸市 北野町山本通
鳥取県 倉吉市 土蔵造りの家並
島根県 津和野町 藩政時代の街並
岡山県 岡山市 西川緑道公園
岡山県 倉敷市 倉敷市の伝統的街並
広島県 廿日市市 宮島紅葉谷川庭園砂防

徳島県 美馬市 うだつと白壁の町並
大分県 竹田市 殿町武家屋敷通り
宮崎県 日向市 美々津の歴史的街並
沖縄県 竹富町 竹富町家並

平成18年度

地域整備部門
都道府県 市区町村 件名
秋田県 小坂町 明治百年通り
茨城県 日立市 市民・行政協働の手づくりビオトープ

赤羽緑地 ★ H24大賞
岐阜県 岐阜市 長良川右岸河畔道路
静岡県 浜松市 よみがえれ！みんなの豊田川
三重県 多気町 高校生のレストラン「まごの店」

★H26大賞 
京都府 舞鶴市 海舞鶴線遊歩道整備
香川県 多度津町 多度津町再生水利用計画事業

地域活動部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 函館市 市民創作「函館野外劇」
北海道 稚内市 Wakkanai みなとコンサート
埼玉県 新座市 木もれ日がさす美しい雑木林を目指して
東京都 港区 お台場の自然環境を活かした環境教育活動
神奈川県 川崎市 多摩川エコミュージアムプランの推進

★H29大賞

★R1大賞

★R2大賞

長野県 長野市 松代文化財ボランティアの会の活動

静岡県 静岡市 清水港・みなと色彩計画 ★ H27大賞
愛知県 名古屋市 都会の中の里山環境再生と市民活動
大阪府 大阪市 南港生きもの育て隊アオサ取り ★ H22大賞
鳥取県 鳥取市 鹿野祭りの似合う街づくり ★ H22大賞
徳島県 吉野川市 美郷の「宝」を継承！

らや！～ァサもかみクーパるぶぶ  町しよみ東 県島徳
んで町おこし

長崎県 五島市 島民手づくり展望台
大分県 大分市  ★ H29大賞

大賞部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 沼田町 ほたるの里
岩手県 盛岡市 御所湖広域公園
東京都 日野市 黒川清流公園
島根県 大田市 石見銀山御料・大森の町並み
広島県 安芸高田市 土師ダムスポーツランド
山口県 柳井市 白壁の町並み
愛媛県 内子町 木蝋と白壁の町並み
愛媛県 西予市 野村ダム公園
高知県 高知市 春野町アジサイ街道

平成19年度

地域整備部門
都道府県 市区町村 件名
福島県 桑折町 奥州街道・羽州街道追分
東京都 稲城市 上谷戸親水公園
東京都 町田市 町田市公共下水道本町田２号雨水幹線
兵庫県 養父市 道の駅ようか但馬蔵
島根県 津和野町 本町・祇園丁通石畳通り
愛媛県 松山市 松山ロープウェー街
福岡県 太宰府市 国博通り

地域活動部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 室蘭市 文化も発信できる港まちづくり
茨城県 行方市 霞ヶ浦湖岸保全および環境美化活動
新潟県 村上市 黒塀プロジェクト ★ H25大賞
静岡県 静岡市 大道芸ワールドカップ in 静岡
福井県 南越前町 アカタン砂防歴史遺産利活用

地す出み生が敷川河るいのじつひ  市泉和 府阪大
域コミュニティー

兵庫県 赤穂市 あこう絵マップコンクール
兵庫県 篠山市 丹波ゆかりの赤米栽培を通した公園づくり
福岡県 北九州市 門司港レトロ地区の観光振興・地域活性化

★H28大賞

大賞部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 岩見沢市 利根別川千本桜並木道
岩手県 盛岡市 材木町コミュニティ道路
岩手県 洋野町 大野村産業デザインセンター
群馬県 みなかみ町 旧三国街道須川宿堰
山梨県 甲斐市 信玄堤
長野県 南木曽町 妻籠宿の家並
愛知県 常滑市 やきもの散歩道内土管坂
広島県 広島市 並木通り
広島県 尾道市 島ごと美術館

道水下共公市条西（アピトアクア  市条西 県媛愛
雨水観音水幹線）

宮崎県 宮崎市 後田川緑道

平成20年度

一般部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 足寄町 あなたの足跡残します
宮城県 東松島市 「野蒜築港跡」を活用した地域活動

ボント、いぱっい花、る創で域地  区谷田世 都京東
の飛び交う 憩いの公園

東京都 武蔵野市 都立井の頭恩賜公園
 三鷹市 （開園100周年に向けての取組み）
長野県 上田市 別所温泉大湯地区ふれあいロード

水川間安止防水洪でなんみの域流  市松浜 県岡静
辺再生まちづくり

愛知県 名古屋市 なごや東山の森づくり
兵庫県 神戸市 湊川隧道保存友の会
兵庫県 神戸市 獅子ヶ池周辺里山整備・保全事業

の然自いし美ィテニュミコ台山中  市塚宝 県庫兵
なかでの暮らし

けかっきを備整の場広口西駅部可  市島広 県島広
としたまちづくり

愛媛県 愛南町 トレッキング・ザ・空海あいなん
福岡県 北九州市 板櫃川水辺の楽校

大賞部門
都道府県 市区町村 件名
新潟県 長岡市 表町の小さな試み
長野県 飯田市 りんご並木

平成21年度

一般部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 旭川市 世代と世代をつなぐ架け橋「旭橋」
北海道 紋別市 国登録有形文化財旧上藻別駅逓所

まちづくり活動
東京都 調布市 22世紀の都市の森づくり
新潟県 長岡市 山古志「花々とともに進む心の復興」
新潟県 長岡市 小さなムラにある大きな希望

岩市山富み並街るあの群屋問船回  市山富 県山富
瀬のまちづくり

長野県 飯山市 菜の花による地域活性化（菜の花公園周辺）
長野県 阿南町 祭り街道と自然保護

じ通を元復の山里と全保の種少希  市松浜 県岡静
て自然と人間の共生を目指す

滋賀県 高島市 未来へつなぐ清水と緑の郷づくり 
奈良県 生駒市 人にやさしい良好な住環境の創生に向けて
広島県 尾道市 尾道みなとまちづくり
徳島県 小松島市 みなとオアシス交流広場
香川県 高松市 むれ源平石あかりロード
福岡県 大野城市 どんぽの森公園
大分県 日田市 「水郷ひた」観光に寄与した花月川の川づ

くり（千年あかり） ★ H27大賞

大賞部門
都道府県 市区町村 件名
茨城県 下妻市  花と１万人の会「ちょっと素敵なまちづくり」
鳥取県 境港市 水木しげるロード

平成22年度

一般部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 北広島市 支えあいの地域づくり
北海道 木古内町  咸臨丸の眠るサラキ岬の交流観光拠点づくり
宮城県 仙台市 将監沼の自然とふれあいを育む

で働協民都（りくづ森で流源戸大  市田町 都京東
公園予定地を活性化！）

神奈川県 平塚市 馬入・光と風の花づつみ
長野県 上田市  北国街道柳町街並みを生かしたまちづくり
新潟県 十日町市 大地の芸術祭越後妻有アート
 津南町他 トリエンナーレ ★ H27大賞

を家町の田高（昧三家町田高後越  市越上 県潟新
活かしたまちづくり）

元地（部アィテンラボ光観木根宿  市渡佐 県潟新
の良さを中学生が伝える活動）

域地たし用利を培栽耕水の菜芯空  市那恵 県阜岐
活性化に向けた取組

岐阜県 揖斐川町 歴史ある門前町谷汲の再生を目指して
るつ『園公たっくつでなんみ民住  市尾西 県知愛

しろふれんどぱーく』
三重県 伊勢市 川とみ並町りくづちまの崎河勢伊 

を生かしたまちづくり ★ H30大賞
的力魅う伴に業事修改川河川手大  市津宮 府都京

な市街地の再生
動活域地び及生再の家民古的史歴  市田吹 府阪大

拠点としての利活用
大阪府 柏原市 桜の龍田古道の復活
奈良県 高取町 高取土佐街道町家の雛めぐり
島根県 松江市 宍道湖夕日スポット
愛媛県 新居浜市 道から始める『新しい公共』のまちづくり

水湧池ノ縫たし活復にりぶ年04  町石白 県賀佐
の保全と地域づくり

で里のルタホ（りくづ里のルタホ  市草天 県本熊
きらめく☆城河原☆）

沖縄県 本部町 備瀬のフクギ並木

大賞部門
都道府県 市区町村 件名
愛知県 犬山市 犬山城下町地区のまちづくり
大阪府 大阪市 南港生きもの育て隊アオサ取り
鳥取県 鳥取市 鹿野祭りの似合う街づくり

平成23年度

一般部門
都道府県 市区町村 件名

としこおり掘の源資域地のもりえ  町もりえ 道海北
活用　～猿留山道を中心に～

利を防堤び及敷川河の後旧復害災  町須那 県木栃
用した地域活性化事業

東京都 江戸川区 野の川の再生「清流よ永遠なれ」
す指目を点拠災防域流･習学域流  市浜横 県川奈神

  鶴見川駒岡河川敷
さ小るよに働協の学大と民市条三  市条三 県潟新

な里山づくり
新潟県 南魚沼市 三国街道塩沢宿 牧之通り
  （雪国の歴史と文化のまちづくり）

ェジロプ景修観景」宿嶽御「道山中  町嵩御 県阜岐
クト　～賑わいと誇りの持てるま
ちづくりをめざして～ 

ルネント岐愛道街の緑る創が民市  市井日春 県知愛
群　～廃線トンネル再生中～

山口県 岩国市 蘇った歴史の道岩国往来 ★ H30大賞
りくづちまで」化文術芸「と」水「  市条西 県媛愛

と人づくり

るがなつで水　 潟干津中発川国山  市津中 県分大
自然と文化と私たち

たしか活を統伝と史歴の河運川堀  市南日 県崎宮
まちづくり

大賞部門
都道府県 市区町村 件名
静岡県 三島市 ガーデンシティみしまプロジェクト
福井県 若狭町 若狭鯖街道熊川宿
広島県 東広島市 酒蔵のあるまち並み
大分県 豊後高田市 豊後高田昭和の町

平成24年度

一般部門
都道府県 市区町村 件名

し用活を産遺化文の線幌士鉄国旧  町幌士上 道海北
たまちづくり

秋田県 大館市  釈迦内上中通り「親水公園」（泥沼再生）
んこ・」森の年001るて育で民市「  市柏 県葉千

ぶくろ池公園
本日～　化文の桜うよて育で域地  区川戸江 都京東

一の桜名所づくり～
 トクェジロプ森のとさるふ島角三  市野曇安 県野長

～水と緑の市民の森をめざして～ 
なつのと人と人～　宿沼鵜道山中  市原務各 県阜岐

がりをめざして～
静岡県 御前崎市 地域資源の再利用で環境美化

民官たしか活を境環辺水の川内庄  市須清 県知愛
協働のまちづくり

張名～　をしなてもおる彩を節季  市張名 県重三
市旧細川邸「やなせ宿」の取組～ 

ニュミコの辺水(頭ふ央中代万  市島徳 県島徳
ティスペース ) ★ H29大賞

★R2大賞

★R1大賞
★R3大賞

★R4大賞

あ史歴たしと点拠を敷屋筒井州讃  市わがか東 県川香
る引田まち並み

主民住～　く拓を来未にみ巧が匠  町原梼 県知高
導のまちづくり～

長崎県 島原市 噴火災害からの復興「安中・夢計画」
川淀大へりくづ土風らかりくづ森  市城都 県崎宮

流域住民プロジェクト
鹿児島県 姶良市 豊かな風土を後世へ（錦江湾重富干潟）

ィテニュミコ域地、え越り乗を害災  市縄沖 県縄沖
活動の拠点となった歴史と伝統の
越来城水辺公園

大賞部門
都道府県 市区町村 件名
茨城県 日立市 人と自然が共存したビオトープ赤羽緑地
広島県 竹原市 歴史と文化が薫る町並み

平成25年度

一般部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 旭川市  美瑛川さと川づくり－未来を担う子供

達に誇れる「ふるさと」をつくろう－
山形県 鶴岡市  商店街「みち広場」の整備と運営による賑わいづ

くり～デイバザール、ナイトバザール、夢やたい
え植を木の本万001に山の尾足「  市光日 県木栃

よう！」官民連携による緑化活動 
うよえ伝！を土郷の々我うそ遺  市手幸 県玉埼

100年後の子ども達へ！
新潟県 長岡市 「越後みしま竹あかり街道」

竜天「ぐ継き引に代世次を川竜天  市根ヶ駒 県野長
川ゆめ会議」

となみ川のえしにい興再の宮参舟  市勢伊 県重三
に賑わいをつくる

和歌山県 和歌山市 「水軒堤防の再生」と「市民の公園の実現」
奈良県 五條市 四百年の歴史に磨かれた町なみ
奈良県 大和郡山市 古道「七曲道」の整備
島根県 出雲市  甦った出雲大社の門前町－神門通り－

島根県 江津市  石州赤瓦と歴史を活かしたまちづくり
でい思い熱の民住～　泉原松活復  市山松 県媛愛

松原泉・小川を再生～
大分県 中津市 耶馬溪の自然と景観を守る
鹿児島県 さつま町 大水害からの復興（地域の願いを込めて）
鹿児島県 さつま町 光に満ちたまちづくり（ホタルとともに）
沖縄県 中城村  古道ハンタ道（歴史の道）と世界遺産。

郷土を愛し地域をおこすサークル活動 

大賞部門
都道府県 市区町村 件名

枚一塀黒（トクェジロプ塀黒  市上村 県潟新
1000円運動と緑一口 1000円運
動による市民パワーのまちづくり）

徳島県 徳島市  かわ普請　～ひょうたん島・青石護岸再生作戦～
宮崎県 日南市  賑わいを今に～飫肥城下町の取り組み～

平成26年度

一般部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 江差町  再現！江差の五月は江戸にもない 
   

むらか「術技統伝のらか代時町室  村和昭 県島福
し生産」伝承とからむし織姫

東京都 北区 北区・子どもの水辺
東京都 江戸川区 東京湾海水浴場復活プロジェクト
   - 東京都区内で約50年ぶりに海水浴場が復活 - 

力魅（戦挑のへ生再辺水河運川中  市屋古名 県知愛
ある水辺空間の創出）

を）」電市「称愛（車電面路の橋豊  市橋豊 県知愛
活かしたまちづくり

三重県 伊勢市
 多気町
 明和町
 大台町 宮川流域エコミュージアム 
 玉城町  
 度会町  
 大紀町  

コエを全保の林竹の林畔河川曇安  市島高 県賀滋
ツアーにした取り組み 

ちまいし美で能ブイラトーリトス  市阪大 府阪大
づくりと地域の賑わいづくり 

岡山県 岡山市  庭園都市おかやま　緑と水の道づくり
愛媛県 今治市  しまなみ海道を活かした自転車ま

ちづくりプロジェクト　～地元に
根ざした、持続可能な地域おこし～

高知県 四万十市 四万十川と共存するツルの里づくり事業
佐賀県 唐津市 いのち育む豊かな湿地
長崎県 島原市 芝桜による噴火災害からの復興

！来伝祖先に元を史歴の道街と川  市鹿山 県本熊
手づくりの地域興し（下町惣門会）

大賞部門
都道府県 市区町村 件名
神奈川県 川崎市  飛森谷戸～里「都」山づくりを楽しもう～
山梨県 北杜市 オオムラサキの里づくり
石川県 輪島市 道の駅千枚田ポケットパーク
三重県 多気町 高校生レストラン「まごの店」

平成27年度

一般部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 美幌町  皆でつくろう！手作り魚道
  －魚がのぼり、笑顔ひろがる－

北海道 斜里町 おの儀流クツーホオすか活を氷流  
もてなし活動

の川内保生～　りくづ流渓のし癒  市北仙 県田秋
自然と防災～

まらかわか～　スパトッフ川上最  市井長 県形山
ちへ、まちからかわへ～

選定案件一覧
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畑花おを敷川河たれ荒の川怒鬼  市西筑 県城茨
に！交流の場に！　～お花畑から
広がるつながりの輪～ 

東京都 小平市 花と緑と笑顔にあふれる街づくり
  ～こだいらグリーンロード～
石川県 七尾市 和倉温泉まちなか賑わい再生と景観づくり
岐阜県 郡上市 清流長良川漁場の再生への取り組み
滋賀県 東近江市  東近江市尻無町「水源の森」　～いに

しえの「長谷掘り抜き」を後世に…～
シの体主民住るす信発らか街店商  市京岡長 府都京

ティプロモーションモデル 
福井県 大野市 桜が教えてくれたカタクリで地域づくり

活のちまたしに台舞を浜の石り鳴  町浦琴 県取鳥
性化プロジェクト

山口県 下関市 協働による花と歴史と安らぎの郷づくり
佐賀県 鹿島市 酒蔵とともに歩むまちづくり

お域地たっま始らか動活化美路道  市海西 県崎長
こし　～廃校グラウンドが環境農
園に生まれ変わった！～

大賞部門
都道府県 市区町村 件名

一番近いまちづくり～
東京都 江戸川区 葛西親水四季の道
新潟県 十日町市  大地の芸術祭越後妻有アートトリエンナーレ
静岡県 静岡市 清水港・みなと色彩計画
京都府 向日市 竹の径・かぐやの夕べ

と水「てしざめを岡福ィテシコエ  市岡福 県岡福
緑とまちづくり」

大分県 日田市 市民の手づくりによる賑わいの創出
  ～水郷ひた豆田地区（千年あかり）～

平成28年度

一般部門
都道府県 市区町村 件名

シウキ～　へ代世次を原湿の跡奇  市別登 道海北
ト湿原の保全と活用～

岩手県 陸前高田市  桜ライン311　～未来へのまちづくり～
先～　ンデーガージロコエ市庄新  市庄新 県形山

人が築いた歴史を次の世代へ～
茨城県 鹿嶋市 「鹿嶋神の道」づくり
茨城県 神栖市  不法投棄されていた土地を地元の手

で憩いの場に！夢のひろばづくり
の生校高～　！見発再力魅の利足  市利足 県木栃

ロケツーリズム～
業産の尾足たえ支を化代近の本日  市光日 県木栃

遺産等を活用した地域おこし
埼玉県 鴻巣市  人もコウノトリも棲めるふるさと鴻

巣づくり　～つたえよう豊かな自然
環境を未来の子どもたちへ！～

といわ賑のンコキエるくつで域地  市浜横 県川奈神
キレイなまち鴨居

ごちえ「るえ伝を訓教の害水越羽  村川関 県潟新
せきかわ大したもん蛇まつり」 

三重県 多気町  人々の生活とつながりを育む河川　～
佐奈川を美しくする会の取り組み～

京都府 南丹市  せつぶん草で集落の「誇りと絆」づくり
し用活を場広なさ小の地街市集密  市阪大 府阪大

た地域防災力向上に向けた挑戦。 
広島県 広島市 らか川るめ始と川、きづ気に然自な近身 

始まるまちづくり　～川に近づき、川を
利用、川で遊び、美しい川を創る～

　ばろほまの国四す指目でクッヤカ  市馬美 県島徳
～吉野川河畔ふれあい広場～

～　掃清大川河 川手石 evoL eW  市山松 県媛愛
河川環境改善による四国最大の親
水空間の創出～

保境環の川十万四で体主民住域流  市十万四 県知高
全と地域活性化の活動

・水用川堀・堰田山「産財・宝の土郷  市倉朝 県岡福
水車群」を地域で守ろう

宮崎県 延岡市  ふるさとへの熱い思いが奇跡の堤防を産んだ
年少～　りつまりぼのいこ川場国  市覇那 県縄沖
にり寄年お 、を望希に年青、を夢に

誇りを…そんな街に住みたい！～

大賞部門
都道府県 市区町村 件名
茨城県 日立市 助川山市民の森　ドングリの森づくり

　りくづちまたしか活を峡海と史歴  市州九北 県岡福
～門司港レトロ～

平成29年度

一般部門
都道府県 市区町村 件名
北海道 稚内市  古き良きものを守る　～国境の街 稚内

の歴史的建造物の保存とまちづくり～
域地と全保の等」跡遺園荘村寺骨「  市関一 県手岩

の活性化を目指す活動
けおに園公念祈興復波津浜南巻石  市巻石 県城宮

る市民の伝承活動
茨城県 古河市
栃木県 栃木市
 小山市
 野木町 

渡良瀬遊水地の未来に向けて

群馬県 板倉町
埼玉県 加須市

の桜れ垂枝「りくづ観景の年001  市川魚糸 県潟新
咲く里への回り道」

静岡県 静岡市  うしづま水辺の楽校 子供達のたくさん
の笑顔、オクシズの魅力アップを目指す

静岡県 沼津市 かのがわ風のテラス
備整を森の辺周ンウターュニ磨須  市戸神 県庫兵

し、癒しの森（場）づくり
兵庫県 赤穂市 坂越浦の礎を築いた北前船廻船物語
広島県 三次市  住民自治で創る川西のまちづくり～

1200人を支え、100人が働き、170
人が関わり、30万人が訪れる郷へ～

愛媛県 松山市 重信川河口域の湿地環境保全　
 松前町 ～高校生の取り組み～ 
福岡県 田川市  水辺空間を活かしたまちづくり　～

番田河原の利活用と地域の連携等～ 
熊本県 錦町  球磨川のほとりに咲くツクシイバラ　

～100年後の人々に届けたい～
つを々浦～　てせのを夢に桜津河  市見久津 県分大

なぐピンクの襷～
大分県 九重町 野焼きによる感動の景観づくり

や｢の辺周と｣りつま｢ので園公  市護名 県縄沖
すらぎ｣ 空間の創出

大賞部門
都道府県 市区町村 件名

のンラプムアジーュミコエ川摩多「  市崎川 県川奈神
推進」人をつなげる森と川～二ヶ
領せせらぎ館をまちの広場に～

徳島県 徳島市 万代中央ふ頭（音楽が紡ぐ港の魅力発信）
や～　い合出いしさやのと街と海  市分大 県分大

平成30年度

一般部門
都道府県 市区町村 件名

の達人先～　業事木並桜の夢川新  市幌札 道海北
夢を実現～

描を来未～　道の緑るて育を域地  市川旭 道海北
く物語仕立ての社会資本の活用～

北海道 増毛市 「増毛山道」の復元と保存による地域活性化
！却脱のらか地襲常害水  市関一 県手岩

  川との戦いから川とのふれあいへ
岩手県 陸前高田市 名勝・高田松原の再生をめざして

山形県 西川町 月山志津温泉雪旅籠の灯り　～雪は宝～
クェジロプ径小のトーアと桜老養  市原市 県葉千

ト（文化と芸術の里づくり）
福島県 会津若松市
 喜多方市
 会津坂下町 会津・阿賀川における「川に遊び、
 湯川村 川に学ぶ」を次の世代へ
 会津美里町
岐阜県 飛騨市  nattaG「　クイバンテンウマルーレ 

Go!!」　～自転車とレールで風になる～
岐阜県 美濃市 美濃和紙あかりアート展

れえがみよ（」トンベイ防砂原雲「  市山知福 府都京
地域の力「探訪　雲原砂防」）

魅と信発報情の域地にくとお都京  市京岡長 府都京
力ある街づくり

全保境環川河む組り取が達もど子  市雲出 県根島
 雲南市 活動から始まる地域づくり

プッマ境環域流川戸神・川伊斐～  町雲出奥 
 飯南町 づくり～
岡山県 玉野市  宇野港を舞台とした玉野の賑わいづくり　

～UNOICHI 海が見える港のマルシェ～
徳島県 三好市 地域の駅から世界の大歩危駅へ

流源川後筑ぐなつを々人の流下上  市田日 県分大
の保全活動　～植樹交流で下筌ダ
ム湖のある地域を心の故郷へ～

大分県 豊後高田市  崎長～　」地々香「 岬のトーアと花
鼻を守るため海と花の景観を創出～

果れ荒～　生再山里の地団台塚大  市崎宮 県崎宮
てた都市部の里山再生～

　しこお域地たしか生を原湿坂川  市岡延 県崎宮
～霞堤とともに歩む～

ロ正大たしと心中を宅住家松吉旧  市間串 県崎宮
マンのまちづくり　～レトロ路面
電車でまちをつなぐ～

大賞部門
都道府県 市区町村 件名

たしか生を川とみ並町・崎河勢伊  市勢伊 県重三
まちづくり　～伊勢河崎商人館を
核とした暮らしのデザイン～

山口県 岩国市 蘇った歴史の道　岩国往来

令和元年度

一般部門
都道府県 市区町村 件名

　トクェジロプ造創値価岸湾館函  市館函 道海北
～地域遺産を活用した地域再生の
取組～

民市～　国天者行歩かなちま広帯  市広帯 道海北
がつくり・市民が楽しみ・市民が
支えるオビヒロホコテン～

　！信発へ界世を興復のらか災震  町野広 県島福
～「ふくしま浜街道」を子供たち
とともに～

郷水「トクェジロプ活復船り入嫁  市潟新 県潟新
の花嫁さんは船で行く」

舟いらた・り下舟きがおお都の水  市垣大 県阜岐
お「すら暮と川、び学に川、び遊で川  市崎岡 県知愛

とがワ！ンダーランド」
園ラバるて育り守が民市  市部綾 府都京

ま路燈る作でなんみ町内寺寺宝久  市尾八 府阪大
つり

ブーハと草薬、む組り取でなんみ  町市下 県良奈
のむらづくり

来未てしそ　間空いし新の川波佐  市府防 県口山
へ！ ～小野水辺の楽校～

工人たしとけかっきを護保種少希  市島徳 県島徳
海浜への愛着心育成　～インフラ
『愛』もあわせて造成～

」谷祖「たっえがみよで動活の域地  市好三 県島徳
の襖絵からくり舞台

　を生再の街古、め広をりが繋のと人  町津多宇 県川香
～うたづの町家とおひなさん～

家町の島福女八るす承継をしら暮  市女八 県岡福
再生と地域活性化

干川明本～ ！見発再力魅の町来高  市早諫 県崎長
陸地の利活用～

き生で川 てっ育で川 てれま生で川  市本熊 県本熊
系水川緑（ 尻川 町るいの守水～ る

加勢川）～
の道～ 興振域地たしと核を駅の道  市蘇阿 県本熊

駅の役割と住民とのネットワーク
構築～

保事神鉾傘花市鶴～　譚奇川国山  市津中 県分大
存・伝承事業～

心ぎなつを宝の域地～　道の紀記  市都西 県崎宮
を育む～

地型生共境環然自の川奥るばんや  村頭国 県縄沖
域づくり

大賞部門
都道府県 市区町村 件名

正大『たしか活を源資域地のり通  市松若津会 県島福
浪漫調』のまちづくり

を代松町下城、び学に代松町下城  市野長 県野長
育む

』う担を域地疎過が興再の宮参船『  市勢伊 県重三
とさるふむ育をみう・わか・りも  市口山 県口山

の流域づくり

令和2年度

一般部門
都道府県 市区町村 件名

　   大河石狩川に並ぶ、日本一の直
線国道 ～日本一の直線が紡ぐ地
域の繋がりと次世代への思い～

奈井江町北海道

   盛岡市鉈屋町界隈 ～盛岡町家と
暮らしと文化がいきづく街並み
の保存活用～

盛岡市岩手県

河港のまち角間川ルネサンス
～雄物川舟運の歴史文化を活か
したまちづくり～

大仙市秋田県

大賞部門
都道府県 市区町村 件名

   明治の遺産を活用した手づくり
鉄道博物館 ～明治のレトロモダ
ンを未来に継承～

小坂町秋田県

地域と共に　桜と水辺の散策路 
～篠田堀 親水緑道～

江戸川区東京都

未来に生きる子どもたちのため
のどんぐり1000年の森づくり

都城市宮崎県

放置された森と森林資源を利活
用して 「里山の森づくり」

柏原市大阪府

街道遺産発見の旅 ～歩く唐津街
道の旅人と標識設置活動

唐津市～佐賀県
福岡県 北九州市

菊池川をフィールドとした子供た
ちとの体験学習会 ～見なれた自
然から驚きと感動を～

山鹿市熊本県

山国川の美しい景観と歴史文化
を守り伝える ～地域が連携した
観光ガイド～ 

中津市大分県

市民協働による西海岸・里浜の保
全活用 ～時空を超え未来につな
ぐ、古里の記憶～

浦添市沖縄県

最古の四国遍路道を活かす ～歴
史的遺産の魅力を発信して地域
活性化～

阿南市徳島県

水害時における自助共助の伝統
の継承 ～「命のかけ橋」水塚の
在る町～

板倉町群馬県

駅前ロータリーから広がるふれ
あいの輪 ～地域でできることは
地域で～

伊勢原市神奈川県

市民が守る育てる呉羽丘陵 ～持
続可能な里山再生への取組み～

富山市富山県

旧街道と歴史が織りなす地元へ
来まっし！！ ～金沢城下　野町・
弥生誘い街道～

金沢市石川県

「北国街道野々市の市」 ～北国
街道は、文化や夢、希望を運び、
育んだ街道です～　

野々市市石川県

中山道間の宿 新加納 ～歴史文化
を次世代に継承するまちなみ保
全と再生～

各務原市岐阜県

さがしい村に伝わる妖怪ばなし
でまちおこし

三好市徳島県

日高村におけるグラウンドワーク
手法による環境維持・地域づくり
活動

日高村高知県

博多は、生きてる博物館福岡市福岡県
名護東海岸の活力あふれる地域
づくり

名護市沖縄県

選定案件一覧

令和3年度

一般部門
都道府県 市区町村 件名

　   “資源蘇生”未利用資源を活かし
た地域づくり ～海藻アートの独
自文化と子どもたちへの継承～

利尻町北海道

   絶滅危惧種の地域への拡大を目
指して ～オオルリシジミを市民
の手で郷土に復活～

安曇野市長野県

接岨湖（長島ダム湖）で町を元気
に！

川根本町静岡県

大賞部門
都道府県 市区町村 件名

   手作り魚道の完成が出発点！
～SDGs時代の川との付き合い方～

美幌町北海道

大賞部門
都道府県 市区町村 件名

   知床のガードレール雪かきプラス！
～真冬の避難・命を守るまちづくり～

斜里町北海道
天竜川総合学習館発「川に親し
む河童人づくり」 ～「水辺空間を
多用な体験学習に活用～

飯田市長野県

京都・亀岡 ～保津川のプラごみ
をなくそう～

亀岡市京都府

「竹の径」に倣え「籔の径」景観
づくり ～市民による手づくり郷
土ランドスケープ～

向日市京都府

姫路城中曲輪バタフライガーデ
ン創造事業 ～SDGｓの理念の実
現と学校を核とした郷土づくり～

姫路市兵庫県

三江線鉄道公園 ～鉄道遺産を活
かした「まちづくり」・「インフラ
ツーリズム」の取組～

邑南町島根県

水辺施設「ウォーターフロントこま
なき」 ～自然との共生と利活用～

伊万里市佐賀県

森里川海干潟をつなぐまちづくり  
～有明海再生に向けて～

鹿島市佐賀県

ジャカランダで子供達が誇れる
ふるさとづくり

雲仙市長崎県

南阿蘇・立野ダムインフラツーリ
ズムの実践 ～地元密着・自立運
営型での商品開発と運営～

南阿蘇村熊本県
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令和4年度

一般部門
都道府県 市区町村 件名

   “美しい村”鶴居のサイクルツー
リズム ～牧歌的風景を活かした
サイクリストの聖地へ～

鶴居村北海道

   ＳＨＩＲＯＦＥＳ．弘前市青森県
環境保全活動「防災思想の普及
と渓流環境の保全」

北杜市山梨県

歴史的文化遺産を活かした地域
振興とまちづくり ～住民主体の
まちづくり～

長野市長野県

新潟の水辺・鳥屋野潟の持続可
能な郷土づくり

新潟市新潟県

地域のお宝「くびき野レールパー
ク」 ～よみがえった頸城鉄道～

上越市新潟県

地域と連携・協力した安全で豊か
な都市山麓づくり

多治見市岐阜県

松毛川「千年の森」再生プロジェクト三島市
沼津市

静岡県

～椋の木の下に集落内外の人が
集う野菜市～ 天引むくむく市と
活性化の歩み

南丹市京都府

小倉山森林再生プロジェクト　～地
域の人の輪によるアカマツの再生～

京都市京都府
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